
　
予
想
外
の
出
来
事
が
続
き
、「
不
確
実
性
の
時
代
」が
現

状
を
示
す
言
葉
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
そ
ん
な
時
代
の

「
先
」を
読
む
た
め
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
は
、
新
し
い
ス
タ

イ
ル
の
会
見
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　
そ
れ
は
、
毎
月
第
２
木
曜
午
後
４
時
か
ら
、
将
来
有
望
な

若
手
政
治
家
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
る
新
シ
リ
ー
ズ「
次
の
10
年
　

若
手
政
治
家
に
問
う
」だ
。
開
催
日
時
を
固
定
し
て
の
シ
リ

ー
ズ
会
見
は
初
め
て
の
試
み
。

　
発
案
者
の
一
人
で
あ
る
福
田
裕
昭
企
画
委
員（
テ
レ
ビ
東

京
報
道
局
長
）は
、「（
安
倍
長
期
政
権
下
で
）若
手
の
政
治
家

の
動
き
が
な
か
な
か
見
え
て
こ
な
い
。
現
場
の
政
治
記
者
た

ち
に
も
リ
サ
ー
チ
し
て
、
閣
僚
未
経
験
で
今
後
10
年
で
政
界

の
主
役
に
な
り
そ
う
な
政
治
家
を
選
び
、
じ
っ
く
り
話
を
聞

い
て
み
た
い
」と
語
る
。

　
１
回
目
に
登
場
し
た
の
は
、
自
民
党
の
薗
浦
健
太
郎
・
衆

議
院
議
員（
47
）。
薗
浦
議
員
は
、
読
売
新
聞
記
者
出
身
で

２
０
０
５
年
に
初
当
選
。
現
在
は
、
自
民
党
総
裁
外
交
特
別

補
佐
を
務
め
て
い
る（
３
㌻
に
関
連
記
事
）。

　
会
見
で
は
、
司
会
の
橋
本
五
郎
企
画
委
員
か
ら「
若
手
自

民
党
議
員
は
、
安
倍
一
強
に
甘
ん
じ
て
い
る
の
で
は
」と
問

わ
れ「
自
分
は
総
理
に
対
し
て
も
好
き
勝
手
に
言
っ
て
い
る

つ
も
り
。
総
理
は
自
分
の
意
見
と
違
っ
て
も
聞
く
度
量
は
あ

る
」と
反
論
す
る
場
面
も
。

　
２
月
13
日
の
２
回
目
に
は
自
民
党
の
鈴
木
隼
人
・
衆
議
院

議
員（
42
）を
予
定
し
て
い
る
。

�

（
専
務
理
事
　
土
生
修
一
）

初
の
月
例
会
方
式
で
シ
リ
ー
ズ
会
見

「
次
の
10
年
　
若
手
政
治
家
に
問
う
」

見えない“敵”との闘い
新型コロナウイルス流行の中心地となっている中国・湖北省武漢市。紅十字会医院で急増
する患者の対応に当たる医療関係者＝２０２０年１月２５日

AFP時事
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⃝会見動画もYouTube日本記者クラブチャンネルで見ることができます⃝� １月のクラブゲス ト

ホルヘ・トレド・アルビニャーナ　駐日スペイン大使

　中道左派と急進左派による同国
民主化後初の連立政権が1月に発
足。「新政権はカタルーニャ問題を
裁判ではなく交渉で対応。ブレグ
ジットはスペインにチャンス。EU
加盟国であり、スペイン語圏人口
は5.7億、インフラも充実。日本
企業の欧州新拠点にぜひ」とＰＲ。

■１・21（火）記者会見／司会：鶴原徹也委員／通訳：中尾憲
枝／出席：16人

東
とう

郷
ごう

　和
かず

彦
ひこ

　元駐オランダ大使

　「米中の間で国益をどう最大化
するか。どちらかに寄るのなら簡
単だが、両方と共存するならば友
達が必要。それになり得るのは韓
国」と、現実的な生き残り策とし
て日韓の和解が必要と説いた。「北
朝鮮との交渉の上でも韓国とけん
かしている場合ではない」とも。

■１・27（月）「朝鮮半島の今を知る」40／司会：五味洋治委
／出席：58人

佐
さ

々
さ

木
き

　毅
たけし

　東京大学名誉教授

　「先進民主政各国の変容をどう
理解するかが最近の関心」と切り
出し、「経済成長の鈍化により利
益政治が機能しなくなった」と分
析。「利益の分配からイデオロギ
ー、アイデンティティーの政治へ。
ポピュリズムの台頭は利益政治の
機能不全と関係している」

■１・31（金）記者会見／司会：山田惠資委員／出席：77人

片
かた

岡
おか

　真
ま

実
み

　森美術館館長

■１・８（水）記者会見／司会：小川記代子委員／出席：63人

薗
その

浦
うら

　健
けん

太
た

郎
ろう

　衆議院議員（自由民主党）

■１・９（木）「次の10年 若手政治家に問う」①／司会：橋本
五郎委員／出席：37人

田
た

中
なか

　浩
こう

一
いち

郎
ろう

　慶應義塾大学教授

■１・17（金）「米・イラン軍事的緊張の行方」／司会：出川展
恒委員／出席：87人

河
かわ

野
の

　克
かつ

俊
とし

　前統合幕僚長

■１・24（金）「安保改定60年　その功罪と今後」②／司会：榊
原智委員／出席：79人

「スウェーデンの性交同意法　強制性交とは何か」
ヴィヴェカ・ロング　スウェーデン司法省上級顧問

ヘドヴィク・トロスト　スウェーデン検察庁上級法務担当

■１・21（火）／司会：磯崎由美委員／通訳：渡辺奈緒子／出
席：31人

達
たっ

増
そ

　拓
たく

也
や

　岩手県知事

■１・31（金）記者会見／司会：坪井ゆづる委員／出席：28人

下記のゲストの会見リポートは
３～７ページに掲載しています

「オリンピック・パラリンピックと社会」⑤⑥

小
こ

林
ばやし

　亨
とおる

　東京2020組織委員会国際局NOC/NPC部部長

■１・16（木）／司会：森田景史委員／出席：38人

西
にし

村
むら

　亮
りょう

　東京2020組織委員会広報局プレスオペレーション部部長
■１・30（木）／司会：森田景史委員／出席：37人

「2020年経済見通し」①～④

熊
くま

野
の

　英
ひで

生
お

　第一生命経済研究所経済調査部首席エコノミスト
■１・15（水）五輪後の日本経済／司会：播摩卓士委員／出
席：83人

中
なか

空
ぞら

　麻
ま

奈
な

　BNPパリバ証券市場調査本部長

■１・20（月）金融リスク／司会：藤井一明委員／出席：67人

森
もり

　健
たけし

　野村総合研究所上級研究員

■１・22（水）デジタル時代の経済／司会：竹田忠委員／出
席：77人

李
L i

　雪
Xu e l i a n

連　丸紅経済研究所シニア・アナリスト
■１・29（水）中国経済／司会：藤賀光雄委員／出席：73人
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会 見リポート� フェイスブック、ツイッターでウェブサイトの更新情報をお知らせしています

　
村
上
隆
、
奈

良
美よ

し

智と
も

…
。
ア

ー
ト
に
詳
し
く

な
く
て
も
、
作

品
の
高
額
さ
を

含
め
て
彼
ら
の

活
躍
は
知
っ
て

い
る
。
だ
か
ら

日
本
の
ア
ー
ト

は
い
い
線
な
の

き
だ
」と
主
張

し
、
高
齢
者
に

関
し
て
は
、「
一

定
層
が
働
き
続

け
る
た
め
の

様
々
な
制
度
を

考
え
な
い
と
い

け
な
い
」と
訴

え
た
。さ
ら
に
、

「
役
所
の
ス
リ

便
器
を
ア
ー
ト
と
し
て
発
表
し
た
衝
撃
作

「
泉
」か
ら
１
０
０
年
以
上
た
っ
て
も
、

日
本
で
は「
ア
ー
ト
は
美
し
い
、
が
突
破

さ
れ
な
い
」と
言
う
。

　
現
代
ア
ー
ト
と
は
政
治
、
社
会
、
経
済
、

文
化
な
ど
の
背
景
を
踏
ま
え
て
理
解
さ
れ

る「
世
界
の
縮
図
」。
意
味
を
考
え
さ
せ

る
も
の
で
あ
り
、美
し
い
だ
け
で
は
な
い
、

と
い
う
の
だ
。

　
さ
ら
に
、
現
代
ア
ー
ト
の
市
場
規
模
は

数
兆
円
と
な
っ
て
い
る
。
も
は
や
芸
術
の

み
な
ら
ず
国
際
経
済
の
分
野
だ
。
国
は
、

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
２
０
１
４
年
度
に
初
め

て
現
代
ア
ー
ト
に
対
し
て
文
化
庁
予
算
を

計
上
し
た
と
い
う
。
今
後
、
片
岡
氏
は
日

本
現
代
ア
ー
ト
委
員
会
座
長
と
し
て
国
際

的
な
情
報
発
信
な
ど
に
努
め
て
い
く
。

　
色
紙
に
は「
八は

っ

不ぷ

中ち
ゅ
う

道ど
う

」と
書
い
た
。

イ
ン
ド
高
僧
の
言
葉
で
、
と
ら
わ
れ
な
い

モ
ノ
の
見
方
を
い
う
。
極
論
が
跋
扈
す
る

世
界
を
見
据
え
た
の
だ
ろ
う
、「
是
と
さ

れ
て
き
た
こ
と
が
見
直
さ
れ
る
時
代
。
俯

瞰
し
、
立
ち
位
置
を
探
り
た
い
」と
説
明

し
た
。

　
会
見
で
は
答
え
づ
ら
い
質
問
に
も
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
、
柔
ら
か
く
受
け
答
え
す
る

様
子
が
印
象
的
だ
っ
た
。
こ
の
柔
軟
性
と

バ
ラ
ン
ス
感
覚
は
、
世
界
に
日
本
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
上
で
大
き
な
武
器
に
な
る
。

　�

企
画
委
員
　
産
経
新
聞
社
編
集
局
ウ
ェ
ブ
編

集
長
兼
副
編
集
長�

小
川
　
記
代
子

ム
化
を
図
る
こ
と
で
、
人
を
産
業
に
振
り

分
け
る
」こ
と
や
、「
国
が
市
場
開
拓
を

し
、中
小
企
業
な
ど
の
市
場
を
維
持
す
る
」

「
科
学
技
術
を
産
業
に
結
び
付
け
る“
目

利
き
”の
人
を
育
て
る
」な
ど
の
ア
イ
デ

ア
を
紹
介
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
専
門
の
外
交
分
野
の
発
言

も
光
っ
た
。
中
国
の
台
頭
、
サ
イ
バ
ー
、

５
Ｇ
の
発
達
な
ど
を
受
け
た「
経
済
安
全

保
障
」の
必
要
性
だ
。
政
治
が
主
導
し
て
、

各
役
所
を
使
っ
て
動
か
し
て
い
く
の
が
政

治
の
責
任
だ
と
訴
え
た
。
国
際
秩
序
の
中

で
、
既
存
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
く
必
要

性
も
説
い
た
。

　
緊
張
感
の
高
ま
る
イ
ラ
ン
情
勢
に
つ
い

て
は
、「
ア
メ
リ
カ
と
イ
ラ
ン
が
直
接
対

話
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
な
い
中
で
、
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
と
ハ
メ
ネ
イ
師
と
直
接
会
っ
て

話
せ
る
の
は
、
世
界
を
見
渡
し
て
も
安
倍

総
理
し
か
い
な
い
。
我
々
が
果
た
す
べ
き

役
割
は
当
然
あ
る
」と
語
っ
た
。

　
今
春
に
予
定
さ
れ
て
い
る
中
国
の
習
近

平
国
家
主
席
の
訪
日
に
関
し
て
は
、
香
港

や
南
シ
ナ
海
、
尖
閣
な
ど
を
例
に
挙
げ
な

が
ら
、「
双
方
の
国
民
か
ら
歓
迎
さ
れ
る

環
境
を
つ
く
る
べ
き
だ
」と
主
張
し
た
。

　
新
企
画
の
初
回
ゲ
ス
ト
と
し
て
招
か
れ

た
薗
浦
氏
だ
が
、
司
会
で
読
売
新
聞
の
先

輩
で
も
あ
る
橋
本
五
郎
氏
は「
第
１
回
に

ふ
さ
わ
し
い
内
容
だ
っ
た
」と
評
し
た
。

テ
レ
ビ
朝
日
政
治
部
長
　
足
立
　
直
紀

か
と
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
昨
年
66

万
人
を
集
め
た「
塩
田
千
春
展
」
な
ど

数
々
の
人
気
展
を
手
が
け
た
名
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
は「
香
港
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
近

現
代
美
術
館
や
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
、
ア
ー
ト

フ
ェ
ア
が
盛
ん
だ
。
日
本
の
存
在
感
は
相

対
的
に
希
薄
に
な
っ
て
い
る
」と
断
じ

る
。

　
１
月
１
日
か
ら
森
美
術
館
の
館
長
に
就

任
、
国
際
美
術
館
会
議（
Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｍ
）

の
会
長
に
も
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
圏
か
ら
初
め

て
選
ば
れ
た
国
際
派
。
だ
か
ら
、
世
界
に

お
け
る
日
本
の
現
状
も
客
観
的
に
認
識
し

て
い
る
。
会
見
に
は
美
術
担
当
記
者
も
多

く
集
ま
り
、
終
了
後
も
囲
ま
れ
て
い
た
。

　
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
が
男
性
の
小

片
岡
　
真
実
　
森
美
術
館
館
長

１月８日

現
代
ア
ー
ト
は
「
世
界
の
縮
図
」

日
本
の
存
在
感
は
希
薄

「
次
の
10
年 

若
手
政
治
家
に
問
う
」①

薗
浦
　
健
太
郎
　
衆
議
院
議
員

（
自
由
民
主
党
）
１月９日

「
現
状
維
持
策
で
現
状
維
持
困
難
」

内
政
面
で
の
構
造
改
革
訴
え
る

　
現
在
、
自
民
党
の
総
裁
外
交
特
別
補
佐

を
務
め
る
薗
浦
氏
だ
が
、
む
し
ろ
内
政
面

で
の
構
造
改
革
の
必
要
性
を
説
い
た
発
言

が
出
色
だ
っ
た
。

　
２
０
２
０
年
代
に
つ
い
て
、「
こ
の
政

権
が
築
き
上
げ
た
体
力
が
残
っ
て
い
る
う

ち
に
、
今
ま
で
と
違
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を

進
め
な
い
と
し
ん
ど
く
な
る
」と
指
摘
し

た
上
で
、「
現
状
維
持
の
政
策
で
は
、
こ

の
国
は
現
状
維
持
す
る
こ
と
は
難
し
い
」

「
日
本
の
地
位
低
下
を
招
き
か
ね
な
い
10

年
」と
厳
し
い
認
識
を
示
し
た
。

　
そ
し
て
、
手
を
付
け
る
べ
き
政
策
と
し

て
、「
子
育
て
家
庭
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
、
例
え
ば
所
得
税
の
優
遇
を
検
討
す
べ
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　「
消
費
増
税
後
の
消

費
は
ど
う
な
る
の
か
」

「
五
輪
後
、
反
動
は
あ

る
の
か
」「
２
０
３
０
年

ま
で
に
何
が
テ
ー
マ
に

　
経
済
指
標
で
見
る

と
、
近
年
の
日
本
の
経

済
成
長
率
は
１
％
程
度

で
ほ
ぼ
横
ば
い
、
雇
用

者
所
得
も
横
ば
い
だ
。

　「
世
界
の
金
融
市
場

は
コ
ッ
プ
に
水
が
い
っ

ぱ
い
の
状
態
。
一
滴
で

も
入
れ
ば
こ
ぼ
れ
て
し

ま
う
」―
中
空
氏
は
現

　
李
雪
連
氏
の
記
者
会

見
は
、
今
年
の
中
国
経

済
を
体
系
的
に
分
析
、

よ
く
整
理
さ
れ
て
い

た
。

の
増
加
も
見
込
め
る
。
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
多

く
は
、
今
夏
ま
で
経
済
成
長
に
相
当
プ
ラ
ス

に
寄
与
す
る
と
み
る
。
熊
野
氏
も「
五
輪
効

果
で
増
税
に
よ
る
痛
み
は
い
っ
た
ん
消
え

る
」と
の
立
場
だ
。
し
か
し
、「
世
の
中
は

五
輪
後
の
反
動
減
を
リ
ス
ク
と
し
て
見
込
ん

で
い
な
い
」。
楽
観
論
を
戒
め
た
。

　
中
長
期
の
経
済
に
目
を
転
じ
る
と
、
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
巡
る
米
中
の
覇
権
争
い
が
本
格

化
。
国
内
で
は
社
会
保
障
や
人
口
減
が
課
題

に
な
る
と
い
う
。
働
き
手
が
減
り
続
け
る
中

で
、
生
産
性
を
ど
う
高
め
る
の
か
。こ
の
難

題
に
日
本
は
10
年
後
、答
え
を
出
す
こ
と
が

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

朝
日
新
聞
社
経
済
部
　
橋
田
　
正
城

費
者
余
剰
」だ
。
こ
れ
は
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
の「
実
際
価
格
」と「
消
費
者
が
支
払
っ
て

よ
い
と
考
え
る
価
格
」の
差
で
、
い
わ
ば
お

得
感
だ
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
は
反
映
さ
れ
な
い
。

　
森
氏
は
、
無
料
の
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
の

普
及
が「
消
費
者
余
剰
を
大
き
く
拡
大
し
た
」

と
話
す
。森
氏
ら
の
推
計
で
は
、音
楽
配
信
の

ス
ポ
テ
ィ
フ
ァ
イ
は
19
年
に
世
界
で
３
・
３

兆
円
の
消
費
者
余
剰
を
生
み
出
し
た
。ま
た
、

日
本
で
デ
ジ
タ
ル
が
生
み
出
す
消
費
者
余
剰

は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
３
割
に
達
す
る
と
い
う
。

　
森
氏
は「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
は
生
活
満
足
度
は
測

れ
な
い
。
消
費
者
余
剰
な
ど
を
加
味
し
た
、

新
た
な
経
済
指
標
が
必
要
だ
」と
述
べ
た
。

読
売
新
聞
社
編
集
委
員
　
東
　
一
眞

び
緊
縮
財
政
を
と
れ
ば
株
・
債
券
市
場
は
大

暴
落
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
だ
け
に
、
拡
張

財
政
を
や
め
ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
正
し
い

か
も
し
れ
な
い
。

　
中
空
氏
は「
当
面
は
低
金
利
が
続
く
。
日

本
の
企
業
は
競
争
力
を
持
つ
た
め
に
も
少
し

は
借
金
を
し
て
設
備
投
資
に
回
す
べ
き
」と

提
案
す
る
。
政
府
に
は「
予
算
を
効
果
の
あ

る
と
こ
ろ
に
使
う
ワ
イ
ズ
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン

グ
」を
求
め
た
。
バ
ブ
ル
崩
壊
の
き
っ
か
け

は
米
中
問
題
、
新
興
国
債
務
な
ど
あ
ら
ゆ
る

と
こ
ろ
に
あ
る
。
果
た
し
て
日
本
は
耐
え
ら

れ
る
の
か
。
正
月
気
分
も
吹
き
飛
ぶ
警
告
だ

っ
た
。

日
刊
工
業
新
聞
社
論
説
副
委
員
長
　
赤
穂
　
啓
子

し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
の
影
響
を

織
り
込
ん
で
も「
５
・
８
％
を
大
き
く
割
り

込
む
よ
う
な
ハ
ー
ド
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
起
こ

ら
な
い
」と
断
言
し
た
が
、
根
拠
は
何
か
。

最
大
の
懸
念
・
米
中
摩
擦
が“
一
時
休
戦
”。

そ
し
て
、
景
気
対
策「
最
後
の
砦
」不
動
産

の
販
売
規
制
解
除
が
温
存
さ
れ
、
加
え
て
大

規
模
な
財
政
出
動
、
政
策
金
利
引
き
下
げ
と

い
う
計
３
枚
の
カ
ー
ド
が
あ
る
―
と
。

　
新
型
肺
炎
の
世
界
経
済
リ
ス
ク
と
中
国
経

済
の
強
さ
を
切
り
分
け
、
最
後
に
揮
毫「
天

道
酬
勤（
お
天
道
様
は
勤
勉
な
人
に
報
い

る
）」を
披
露
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
・

リ
ス
ク
を
巡
る
認
識
差
は
残
っ
た
。

専
門
誌「
外
交
」前
編
集
長
　
鈴
木
　
美
勝

熊
野
　
英
生
　

第
一
生
命
経
済
研
究
所
経
済
調
査
部
首
席
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト

１月15日

「
五
輪
後
の
経
済
、
リ
ス
ク
も
」

森
　
健
　
野
村
総
合
研
究
所
上
級
研
究
員

１月22日

「
新
た
な
経
済
指
標
が
必
要
だ
」

中
空
　
麻
奈
　
Ｂ
Ｎ
Ｐ
パ
リ
バ
証
券

市
場
調
査
本
部
長

１月20日

拡
張
財
政
が
バ
ブ
ル
崩
壊
防
ぐ

李
　
雪
連
　
丸
紅
経
済
研
究
所
シ
ニ
ア
・

ア
ナ
リ
ス
ト
　
　
　
　

１月29日

中
国
経
済
５
・
８
％
成
長
は
可
能

な
る
の
か
」―
。東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
か
れ
る
今
年
、
経
済
の
関
心
事
は
３

点
に
集
約
で
き
る
、と
熊
野
氏
は
指
摘
し
た
。

　
東
京
五
輪
の
経
済
効
果
は
２
兆
円
に
達
す

る
。
家
電
販
売
に
期
待
が
持
て
、
外
国
人
客

一
方
、
森
氏
ら
の「
生
活
者
１
万
人
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
」で
は
、
自
分
の
生
活
レ
ベ
ル
を

「
上
／
中
の
上
」と
見
る
人
の
割
合
が
２
０

０
９
年
か
ら
増
え
続
け
て
お
り
、
経
済
指
標

と
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
と
い
う
。

　
生
活
の
満
足
度
を
支
え
て
い
る
の
は「
消

在
の
金
融
・
債
券
市
場
を
こ
う
表
現
し
た
。

そ
れ
は
ま
さ
に
バ
ブ
ル
崩
壊
前
夜
で
は
な
い

の
か
。
と
こ
ろ
が「
崩
壊
は
当
分
起
こ
り
そ

う
に
な
い
」と
い
う
。
日
米
欧
が
金
融
緩
和

と
拡
張
財
政
政
策
を
続
け
、
表
面
張
力
の
バ

リ
ア
を
張
り
続
け
て
い
る
か
ら
だ
。
ひ
と
た

　
近
年
の
中
国
経
済
は「
成
長
鈍
化
の
イ
メ

ー
ジ
」が
否
め
な
い
。
だ
が
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、

李
克
強
指
数
、
主
要
産
業
・
地
域
の
動
向
を

見
れ
ば「
景
気
減
速
は
一
服
」、
今
年
の
経

済
成
長
目
標
５
・
８
％
は
達
成
可
能
と
の
認

識
を
示
し
た
。
下
振
れ
要
因
と
し
て
急
浮
上

２
０
２
０
年
経
済
見
通
し
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大
使
館
人
質
事

件
だ
と
す
る
な

ら
ば
、
イ
ラ
ン

に
と
っ
て
は
１

９
５
３
年
に
Ｃ

Ｉ
Ａ
な
ど
が
画

策
し
親
米
の
シ

ャ
ー
を
復
権
さ

せ
た
ク
ー
デ
タ

ー
に
さ
か
の
ぼ

る
。「
最
初
に
誰
が
何
を
し
た
の
か
」と

い
う
点
で
は
双
方
の
歴
史
観
に
約
四
半
世

紀
の
ズ
レ
が
あ
る
と
い
う
わ
け
だ
。

　
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
登
場
以
降
、
米
イ
ラ

ン
の
す
れ
違
い
は
米
国
の
イ
ラ
ン
核
合
意

か
ら
の
離
脱
、
制
裁
強
化
に
至
り
、
危
険

な
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
。「
イ
ラ
ン
の

行
動
原
理
」は
国
際
法
に
の
っ
と
っ
た
行

動
を
し
て
い
る
と
公
に
は
表
明
し
つ
つ
、

裏
で
行
動
す
る
場
合
は
決
定
的
な
証
拠
を

残
さ
ず「
否
定
の
余
地
」を
残
す
と
い
う

や
り
方
だ
っ
た
。「
ソ
レ
イ
マ
ニ
は
悪
い

や
つ
」だ
か
ら
排
除
す
る
と
い
う
ト
ラ
ン

プ
政
権
の
登
場
で
、
イ
ラ
ン
の
こ
う
し
た

「
戦
略
的
あ
い
ま
い
性
」が
機
能
し
な
く

な
っ
て
い
る
と
、
田
中
氏
は
分
析
す
る
。

　
英
独
仏
３
カ
国
が
国
連
安
保
理
制
裁
の

復
活
に
道
を
開
く「
紛
争
解
決
手
続
き
」

を
発
動
し
、
核
合
意
は
風
前
の
と
も
し
び

の
状
態
に
あ
る
。
米
大
統
領
選
が
本
格
化

す
る
に
つ
れ
、
自
己
顕
示
欲
の
強
い
ト
ラ

ン
プ
氏
は
対
イ
ラ
ン
強
硬
姿
勢
を
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
利
用
す
る
だ
ろ
う
。「
イ
ス
ラ

ム
国
」指
導
者
バ
グ
ダ
デ
ィ
殺
害
か
ら
３

カ
月
足
ら
ず
で
新
た
な
事
件
が
起
き
た
。

　「
４
月
ご
ろ
に
な
っ
て
ソ
レ
イ
マ
ニ
殺

害
と
い
う『
お
も
ち
ゃ
』が
使
え
な
く
な

る
と
、
ま
た
何
か
狙
う
の
で
は
」。
そ
の

言
葉
が
現
実
に
な
ら
な
い
こ
と
を
祈
る
ば

か
り
だ
。

共
同
通
信
社
外
信
部
担
当
部
長
　
島
崎
　
淳

読
者
、
視
聴
者
が
最
終
着
地
点

　「
プ
レ
ス
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
最
終
着

地
点
は
、
報
道
の
受
け
手
へ
い
か
に
良
い

情
報
を
届
け
る
か
」。
西
村
部
長
は
Ｐ
Ｒ

会
社
に
入
社
以
降
、
２
０
０
２
年
サ
ッ
カ

ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
組
織
委
員
会
や
プ
ロ

野
球
・
楽
天
な
ど
様
々
な
立
場
で
広
報
業

務
を
担
っ
て
き
た
が
、
信
条
は
不
変
。
取

材
者
の
向
こ
う
側
に
い
る
読
者
や
視
聴
者

の
評
価
を
常
に
意
識
す
る
か
ら
こ
そ
、
伝

え
手
で
あ
る
プ
レ
ス
に
対
す
る
き
め
細
か

な
対
応
を
心
掛
け
て
き
た
。

　
東
京
五
輪
に
約
６
０
０
０
人
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
も
約
２
０
０
０
人
の
取
材
者

が
訪
れ
る
。
プ
ー
ル
の
水
中
カ
メ
ラ
や
セ

ー
リ
ン
グ
の
報
道
船
も
用
意
し
て
良
い
写

真
や
映
像
を
撮
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
お

り
、「
こ
こ
に
取
材
エ
リ
ア
が
あ
る
と
困

る
と
い
う
競
技
側
と
の
せ
め
ぎ
合
い
が
起

こ
る
」と
苦
笑
す
る
。

　
20
年
大
会
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
含
め

て
約
２
５
０
０
人
が
報
道
対
応
に
あ
た
る

と
い
い
、「
プ
レ
ス
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

レ
ガ
シ
ー
に
な
っ
て
ほ
し
い
」と
願
う
。

読
売
新
聞
社
運
動
部
　
下
山
　
博
之

「
米
・
イ
ラ
ン
軍
事
的
緊
張
の
行
方
」

田
中
　
浩
一
郎
　
慶
應
義
塾
大
学

教
授
　
　
　
　
１月17日

す
れ
違
う
歴
史
観
、
行
動
原
理

「
パ
イ
プ
役
を
通
じ
、
選
手
を
支
え
る
」

　
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
各

国
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会（
Ｎ
Ｏ
Ｃ
）

と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会（
Ｎ
Ｐ
Ｃ
）

か
ら
ア
ス
リ
ー
ト
が
参
加
す
る
。
小
林
部

長
は
選
手
ら
の
エ
ン
ト
リ
ー
や
暑
さ
対
策

の
情
報
発
信
な
ど
、
計
約
４
０
０
に
上
る

各
委
員
会
と
の
窓
口
役
を
担
う
部
署
を
統

括
す
る
。
連
絡
が
つ
か
な
か
っ
た
り
、
質

問
の
回
答
期
限
を
守
ら
な
か
っ
た
り
と
苦

労
も
多
い
が
、
文
化
や
風
習
の
違
い
に
配

慮
し
な
が
ら
外
国
人
を
含
め
た
50
人
の
職

員
で
業
務
に
当
た
る
。

　
故
郷
で
開
催
さ
れ
た
長
野
五
輪
に
関
わ

り
た
く
て
長
野
市
役
所
に
就
職
。
五
輪
後

は
職
員
を
辞
め
、
ト
リ
ノ
や
バ
ン
ク
ー
バ

ー
、
平
昌
な
ど
冬
季
大
会
を
中
心
に
五
輪

の
組
織
委
員
会
を
渡
り
歩
い
て
き
た
。「
私

の
よ
う
な
人
の
レ
ガ
シ
ー
を
広
め
て
い
く

の
も
五
輪
の
発
展
に
向
け
て
大
切
な
こ

と
」と
強
調
す
る
。

　
ド
ー
ピ
ン
グ
を
巡
る
ロ
シ
ア
へ
の
対
応

な
ど
流
動
的
な
要
素
も
多
い
が
、「
自
己

ベ
ス
ト
を
目
指
す
選
手
が
活
動
し
や
す
い

環
境
を
作
る
」と
の
信
念
は
変
わ
ら
な
い
。

　
米
国
に
よ
る
イ
ラ
ン
革
命
防
衛
隊
の
精

鋭「
コ
ッ
ズ
部
隊
」の
ソ
レ
イ
マ
ニ
司
令

官
の
暗
殺
、
イ
ラ
ン
に
よ
る
イ
ラ
ク
の
駐

留
米
軍
攻
撃
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
航
空
機
撃
墜

と
、
２
０
２
０
年
は
米
イ
ラ
ン
の
本
格
的

な
戦
争
の
瀬
戸
際
と
い
う
緊
張
状
態
で
幕

を
開
け
た
。
情
勢
は
や
や
沈
静
化
し
た
よ

う
に
見
え
る
が
、
現
代
イ
ラ
ン
研
究
の
第

一
人
者
で
あ
る
田
中
浩
一
郎
氏
は「
エ
ス

カ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
生
む
土
壌
は
残
っ
て
い

る
。
ま
だ
ま
だ
危
う
い
」と
警
鐘
を
鳴
ら

す
。

　
米
国
と
イ
ラ
ン
を
巡
る
危
機
に
つ
い

て
、
田
中
氏
が
指
摘
す
る
の
は
常
態
的
な

対
立
構
造
だ
。
米
国
の「
嫌
イ
ラ
ン
感
情
」

の
起
点
が
１
９
７
９
年
の
イ
ラ
ン
で
の
米

オリンピック・パラリンピックと社会

小林　亨
東京２０２０組織委員会
国際局ＮＯＣ／
ＮＰＣ部部長
⑤１月16日

西村　亮
東京２０２０組織委員会
広報局プレスオペレ
ーション部部長
⑥１月30日
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日
米
安
保
条

約
を
評
価
し
つ

つ「
何
か
あ
れ

ば
米
側
か
ら
不

公
平
感
が
示
さ

れ
る
こ
と
が
最

大
の
弱
点
」と

切
り
出
し
た
。

　
安
保
条
約
は

５
条
で
日
本
有

ト
ロ
ス
ト
氏
は

「
ベ
ー
ス
と
な

っ
て
い
る
の
は

自
発
的
な
参
加

だ
」
と
強
調
。

「
構
成
要
件
と

し
て
暴
行
や
脅

迫
の
有
無
や
、

そ
れ
が
加
害
者

に
よ
っ
て
行
わ

の
米
国
に
戻
り
つ
つ
あ
る
」と
分
析
す

る
。
そ
ん
な
米
国
を
日
本
に
引
き
留
め
て

お
く
た
め
に
も「
日
米
安
保
の
形
を
変
え

て
い
く
方
向
に
す
べ
き
」と
訴
え
た
。

　
米
軍
の
不
満
を
減
ら
す
方
法
の
一
つ
に

米
軍
と
自
衛
隊
の「
矛
と
盾
」の
関
係
の

見
直
し
が
あ
る
と
考
え
る
。
専
守
防
衛
の

国
是
の
下
で
は
、
主
に
攻
撃
は
米
軍
が
担

い
、
日
本
は
守
り
に
回
る
。
だ
が「
生
命

財
産
を
守
る
と
き
に
は
日
本
が
攻
勢
に
出

る
こ
と
も
あ
る
」と
し
、
攻
撃
能
力
を
持

つ
こ
と
が「
双
務
性
に
近
づ
い
た
ア
ピ
ー

ル
に
な
る
」と
強
調
し
た
。

　
他
方
で
日
本
の
自
主
防
衛
路
線
や
核
保

有
に
関
し
て
は「
現
実
的
で
は
な
く
、
持

つ
べ
き
で
も
な
い
」と
の
立
場
。
ま
た
、

多
国
間
同
盟
は
信
頼
性
が
低
く
、
二
国
間

同
盟
が
重
要
だ
と
し
て「
日
米
同
盟
の
一

層
の
強
化
が
不
可
欠
」と
説
い
た
。

　
会
場
か
ら
質
問
を
受
け
る
形
で
、
憲
法

と
自
衛
隊
の
関
係
性
に
も
話
が
及
ん
だ
。

自
衛
隊
は
成
り
立
ち
が
警
察
的
な
組
織

で
、
他
国
軍
と
行
動
規
定
が
異
な
り「
い

ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
る
」と
説
明
。
安
倍

晋
三
首
相
が
提
起
す
る
憲
法
へ
の
自
衛
隊

明
記
で
は「
違
憲
論
の
終
止
符
に
は
な
る

が
、
警
察
の
延
長
線
上
の
矛
盾
は
解
消
さ

れ
な
い
」と
語
っ
た
。
解
決
す
る
と
し
た

ら「
憲
法
を
変
え
て
国
防
軍
法
を
つ
く
る

し
か
な
い
の
で
は
」と
の
見
方
を
示
し
た
。

毎
日
新
聞
社
社
会
部
　
町
田
　
徳
丈

れ
た
こ
と
、
被
害
者
の
脆
弱
な
状
況
に
乗

じ
て
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
証
明
し
な
く
て

も
よ
く
な
っ
た
。
相
手
が
自
発
的
に
参
加

し
て
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
だ
け
で
有
罪

に
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
」と
語
っ

た
。

　
改
正
を
後
押
し
し
た
の
は
市
民
感
情

だ
。ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
２
０
０
５
年
、13
年

に
刑
法
を
改
正
し
、
レ
イ
プ
罪
の
対
象
を

拡
大
し
た
。
性
的
行
為
に
は
同
意
を
必
要

と
す
る
と
い
う
規
定
は
、
被
害
者
の
負
担

が
増
す
な
ど
の
懸
念
か
ら
見
送
ら
れ
て
い

た
が「
２
回
の
改
正
後
も
国
民
は
満
足
せ

ず
議
論
が
続
き
、
政
府
の
委
員
会
の
任
命

に
つ
な
が
っ
た
」と
ロ
ン
グ
氏
。最
終
的
に

は
全
政
党
が
改
正
を
支
持
し
た
と
い
う
。

　
昨
年
７
月
に
は
最
高
裁
の
判
例
も
示
さ

れ
た
。
同
じ
ベ
ッ
ド
で
横
に
な
る
こ
と
に

同
意
し
、
下
着
し
か
着
用
し
て
い
な
か
っ

た
女
性
と
の
性
行
為
に
つ
い
て
、
最
高
裁

は
自
発
的
参
加
の
証
明
に
は
な
ら
な
い
と

判
断
し
、
過
失
レ
イ
プ
罪
に
当
た
る
と
し

た
。
ト
ロ
ス
ト
氏
は「
施
行
か
ら
ま
だ
１

年
半
の
た
め
効
果
を
述
べ
る
に
は
早
い

が
、
長
期
的
な
目
標
は
規
範
や
価
値
観
を

変
え
て
い
く
こ
と
に
あ
り
、
レ
イ
プ
犯
罪

を
扱
う
上
で
指
標
と
な
る
判
決
が
進
む
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
」と
話
し
た
。

毎
日
新
聞
社
く
ら
し
医
療
部
　
椋
田
　
佳
代

事
に
米
国
も
共
同
対
処
す
る
と
し
た
一
方

で
、
６
条
は
米
軍
へ
の
基
地
提
供
を
義
務

付
け
た
。「
日
本
が
５
条
と
６
条
で
バ
ラ

ン
ス
を
と
っ
て
い
る
と
強
調
す
る
の
は
危

険
。
米
国
は
命
を
懸
け
て
い
る
か
ら
、（
日

本
に
対
し
米
軍
駐
留
経
費
を
）10
倍
払
え

と
な
り
か
ね
な
い
」と
警
鐘
を
鳴
ら
し

た
。

　
米
国
の
変
化
も
読
み
解
い
た
。
米
国
の

世
論
は
そ
も
そ
も
他
国
へ
の
介
入
を
嫌
う

流
れ
が
あ
っ
た
と
し
、
冷
戦
後
に
は
好
む

と
好
ま
ざ
る
と
に
関
わ
ら
ず
対
ソ
連
の
構

図
で
西
側
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た
と
位
置

付
け
る
。
だ
か
ら
米
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の

自
国
第
一
主
義
は
特
異
で
は
な
く「
本
来

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
性
交
同
意
法
　

強
制
性
交
と
は
何
か
」

１月21日

「
同
意
な
し
は
レ
イ
プ
」と
法
改
正

「
安
保
改
定
60
年
　
そ
の
功
罪
と

今
後
」②

河
野
　
克
俊
　
前
統
合
幕
僚
長

１月24日

双
務
性
ア
ピ
ー
ル
し
同
盟
強
化
を

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
２
０
１
８
年
７
月

に
刑
法
が
改
正
さ
れ
、
同
意
の
な
い
性
行

為
を
罪
に
問
え
る
性
犯
罪
規
定
が
新
設
さ

れ
た
。「
イ
エ
ス
」と
い
う
積
極
的
な
同

意
が
示
さ
れ
な
け
れ
ば「
ノ
ー
」と
解
釈

さ
れ
る
今
回
の
法
改
正
の
背
景
に
つ
い

て
、
改
正
に
関
わ
っ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
司

法
省
上
級
顧
問
の
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
・
ロ
ン
グ

氏
と
検
察
庁
上
級
法
務
担
当
の
ヘ
ド
ヴ
ィ

ク
・
ト
ロ
ス
ト
氏
が
語
っ
た
。

　
改
正
法
は
、レ
イ
プ
罪
を「
自
発
的
に
参

加
し
て
い
な
い
者
と
性
交
を
し
、
ま
た
は

性
交
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
性
的
行
為
を

行
っ
た
者
」に
適
用
す
る
と
規
定
。
相
手

が
同
意
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て

著
し
く
注
意
を
怠
っ
た
場
合
に
適
用
さ
れ

る「
過
失
レ
イ
プ
罪
」も
新
設
さ
れ
た
。

ロング氏 トロスト氏
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東
日
本
大
震

災
か
ら
間
も
な

く
９
年
。
災
害

担
当
だ
っ
た
私

を
含
め
、
多
く

の
取
材
陣
が
駆

け
回
っ
た
被
災

地
は
変
わ
り
つ

つ
あ
る
。
大
津

波
で
壊
滅
し
た

さ
れ
た
。災
害
と
復
興
と
繰
り
返
す
日
本
。

達
増
知
事
は
効
果
と
進
展
を
含
め
た「
よ

り
良
い
復
興
」を
実
現
し
た
い
と
語
る

が
、
巨
額
の
復
興
予
算
が
今
後
減
少
す
る

中
、
果
た
し
て
成
長
は
維
持
で
き
る
の
だ

ろ
う
か
。
折
し
も
残
念
な
ニ
ュ
ー
ス
が
前

日
に
流
れ
た
。
宇
宙
誕
生
の
謎
を
解
明
す

る
最
先
端
の
研
究
施
設「
国
際
リ
ニ
ア
コ

ラ
イ
ダ
ー
」の
建
設
計
画（
北
上
山
地
が

建
設
候
補
地
）が
、
国
の
重
点
大
型
研
究

計
画
に
選
ば
れ
ず
、
早
期
の
実
現
は
難
し

く
な
っ
た
。

　
達
増
知
事
は
、
あ
る
べ
き
自
治
の
姿
を

「
安
全
を
確
保
し
幸
福
を
追
求
で
き
る
こ

と
」と
し
て
、
地
方
が
そ
の
担
い
手
で
あ

る
と
主
張
し
た
。
首
都
直
下
地
震
が
迫
る

東
京
へ
の
一
極
集
中
の
是
正
が
必
要
と
い

う
指
摘
に
は
誰
も
が
賛
同
す
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
具
体
策
は
あ
る
の
か
。
達

増
知
事
は
、
地
方
志
向
が
高
ま
っ
て
い
て

「
望
ま
し
い
の
は
自
主
的
な
移
転
」と
す

る
が
、
理
想
論
に
も
聞
こ
え
た
。

　
中
央
官
庁
と
国
会
議
員
の
両
方
を
経
験

し
た
達
増
知
事
。
被
災
県
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
霞
が
関
の
役
人
気
質
、
永
田
町
の

リ
ア
ル
を
熟
知
し
て
い
る
の
は
心
強
い
。

こ
の
経
験
を
復
興
後
の
諸
課
題
に
ど
う
生

か
し
て
い
く
の
か
。「
防
災
と
幸
福
の
自

治
」を
実
現
す
る
斬
新
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
期

待
し
た
い
。

テ
レ
ビ
朝
日
報
道
資
料
部
長
　
久
慈
　
省
平

沿
岸
地
域
は
ハ
ー
ド
面
で
は“
復
興
”し
、

数
字
上
で
も
順
調
に
成
長
し
て
い
る
。
達

増
知
事
が
会
見
で
示
し
た
デ
ー
タ
は
そ
の

こ
と
を
裏
付
け
て
い
た
。

　
復
興
住
宅
は
99
％
が
完
成
し
、
仮
設
住

宅
の
被
災
者
は
大
幅
に
減
少
。
岩
手
県
内

を
縦
横
に
伸
び
る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

構
築
さ
れ
、
三
陸
沿
岸
道
路
の
完
成
後
は

仙
台
市
か
ら
八
戸
市
ま
で
約
３
時
間
10
分

も
の
短
縮
に
な
る
と
い
う
。
建
設
需
要
で

沿
岸
地
域
の
総
生
産
は
50
％
以
上
の
増

加
、
県
内
の
就
職
者
は
10
％
以
上
も
増
え

た
と
い
う
。

　
ま
た
、
陸
前
高
田
市
の
津
波
伝
承
館
は

オ
ー
プ
ン
か
ら
４
カ
月
で
約
10
万
人
が
訪

れ
、
昨
年
の
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
で
会
場
と
な

っ
た
釜
石
市
の
復
興
状
況
は
世
界
に
発
信

達
増
　
拓
也
　
岩
手
県
知
事

１月31日

順
調
な
復
興
の
先
に
課
題
も

　「
東
日
本
大
震
災
を
風
化
さ
せ
ま
い
」

と
の
願
い
は
、
ど
れ
ほ
ど
語
ら
れ
て
き
た

こ
と
か
。
映
画「
風
の
電
話
」も
、
そ
の

思
い
で
つ
く
ら
れ
た
。

　
電
話
は
、
岩
手
県
大
槌
町
の
ガ
ー
デ
ン

デ
ザ
イ
ナ
ー
佐
々
木
格
氏
が
つ
く
っ
た
。

美
し
く
手
入
れ
さ
れ
た
庭
に
白
い
小
さ
な

電
話
ボ
ッ
ク
ス
。
電
話
線
は
繋
が
っ
て
い

な
い
。亡
き
従
兄
弟
を
し
の
び
設
置
し
た
。

　「
風
の
電
話
」と
呼
ば
れ
、
い
つ
し
か

東
日
本
大
震
災
で
家
族
を
失
っ
た
人
た
ち

が
訪
れ
て
心
を
癒
す
よ
う
に
な
っ
た
。
気

運
が
高
ま
り
、
諏
訪
敦
彦
監
督
に
よ
っ
て

電
話
を
題
材
に
映
画
化
へ
。

　
主
人
公
ハ
ル
は
高
校
生
。
震
災
で
家
族

を
亡
く
し
、
一
人
ぼ
っ
ち
に
。
伯
母
と
暮

ら
し
た
広
島
か
ら
、
ふ
ら
り
、
ふ
る
さ
と

大
槌
町
へ
。
さ
ま
よ
う
。
広
島
の
被
爆
経

験
を
語
る
老
婆
と
か
出
産
直
前
の
快
活
娘

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
と
出
会
う
。

　
震
災
で
妻
と
娘
を
奪
わ
れ
た
元
福
島
原

発
作
業
員
、
入
国
管
理
セ
ン
タ
ー
に
収
容

さ
れ
て
い
る
ク
ル
ド
の
難
民
家
族
な
ど
、

現
代
日
本
の
断
面
を
学
び
つ
つ
旅
し
た
。

　
ハ
ル
が
辿
り
つ
い
た
我
が
家
は
、
土
台

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
泥
水
だ
ま
り
だ
け
。

打
ち
ひ
し
が
れ
る
ハ
ル
。
な
ん
と
か
立
ち

上
が
る
。
行
く
あ
て
も
な
い
ま
ま
、
教
え

ら
れ
て「
風
の
電
話
」へ
、
と
。

　
泣
く
、
叫
ぶ
、
聴
く
、
ま
た
泣
き
叫
ぶ
。

こ
の
場
面
の
演
技
は
彼
女
の
意
の
ま
ま

に
、
と
諏
訪
監
督
は
語
っ
て
い
る
そ
う
だ

が
、
注
目
さ
れ
た
女
優
・
モ
ト
ー
ラ
世
理

奈
は
期
待
に
応
え
た
と
い
っ
て
い
い
。

　
そ
し
て
、
彼
女
の
道
行
を
支
え
た
助
演

陣
が
、
西
島
秀
俊
、
西
田
敏
行
、
三
浦
友

和
ら
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
前
の
味
で

流
れ
を
深
め
た
と
見
た
い
。

　「
風
の
電
話
」は
新
聞
、
テ
レ
ビ
で
紹

介
さ
れ
、
電
話
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
絵
本

や
文
庫
本
も
出
た
。
こ
の
映
画
で
、
な
お

多
く
の
関
心
を
集
め
よ
う
。

　
だ
が
、
東
日
本
大
震
災
は
驚
く
ほ
ど
多

く
の
課
題
を
抱
え
た
ま
ま
だ
。
こ
の
電
話

は
、ど
こ
に
も
繋
が
っ
て
い
な
い
。ハ
ル
の

心
の
底
か
ら
の
声
を
ど
こ
に
繋
ぐ
の
か
。

こ
の
映
画
、
も
ち
ろ
ん
新
聞
、
テ
レ
ビ
も

被
災
者
の
涙
と
叫
び
と
を
受
け
止
め
、
国

に
、
し
か
と
繋
い
で
ほ
し
い
。

朝
日
新
聞
出
身
　
川
島
　
正
英

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
・
ジ
ャ
パ
ン
）

心の声をどこに繋ぐのか
全
国
公
開
中
　
配
給�

ブ
ロ
ー
ド
メ
デ
ィ
ア
・
ス
タ
ジ
オ
　

ⓒ
２
０
２
０
映
画「
風
の
電
話
」製
作
委
員
会

風の電話
（1.15）
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ゴ
ー
ン
被
告
　
会
見
取
材
記�

阿
部

　欣
司（
テ
レ
ビ
東
京「
Ｗ
Ｂ
Ｓ
」デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

「
あ
な
た
の
取
材
を
最
初
に
受
け
る
」

逃
亡
前
、
日
本
で
記
者
に
語
る

地
中
海
に
面
し
た
レ
バ
ノ
ン
の
首
都
ベ

イ
ル
ー
ト
は
、
１
月
で
も
日
差
し
が
あ
れ

ば
上
着
が
い
ら
な
い
ほ
ど
温
暖
で
、
海
風

が
心
地
よ
く
頬
を
抜
け
る
。
し
か
し
そ
の

日
は
朝
か
ら
冷
た
い
雨
が
降
り
続
け
、
コ

ー
ト
を
着
て
い
て
も
寒
さ
で
身
震
い
し
た
。

１
月
８
日
正
午（
日
本
時
間
午
後
７

時
）、
私
は
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
被
告
の

会
見
場
と
な
る
建
物
の
前
に
い
た
。
現
場

に
は
数
百
人
の
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
が
集
ま

り
、
狭
い
敷
地
内
で
互
い
に
肩
を
ぶ
つ
け

合
っ
て
い
た
。

日
本
の
テ
レ
ビ
で
唯
一
参
加

午
後
１
時
、
会
見
ス
タ
ッ
フ
の
女
性
が

参
加
で
き
る
記
者
の
名
前
を
読
み
上
げ
始

め
た
。
そ
の
声
を
聞
き
逃
す
ま
い
と
記
者

や
カ
メ
ラ
マ
ン
が
一
斉
に
ゲ
ー
ト
前
に
押

し
か
け
、
騒
然
と
し
た
。
そ
の
中
に
い
た

私
も
体
が
一
気
に
火
照
り
、
寒
さ
を
感
じ

な
く
な
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
私
の
名
前
が
呼
ば
れ
た
。
テ

レ
ビ
東
京
の
他
に
呼
ば
れ
た
の
は
朝
日
新

聞
と
小
学
館
だ
っ
た
。

き
っ
か
け
は
、
去
年
11
月
に
さ
か
の
ぼ

る
。
私
は
ゴ
ー
ン
被
告
と
あ
る
場
所
で
直

接
会
っ
て
い
た
。
お
よ
そ
２
時
間
半
、
ゴ

ー
ン
被
告
は
日
本
で
は
裁
判
が
始
ま
る
ま

で
自
由
に
発
言
で
き
な
い
な
ど
と
強
い
不

満
を
述
べ
て
い
た
。
身
振
り
手
振
り
で
語

る
姿
に
は
保
釈
中
の
身
で
あ
る
自
ら
の
現

実
を
打
ち
消
し
た
い
気
負
い
を
感
じ
さ
せ

た
。
し
か
し
、
家
族
と
会
え
な
い
こ
と
に

つ
い
て
話
を
向
け
る
と
、
途
端
に
寂
し
げ

な
表
情
を
見
せ
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

ゴ
ー
ン
被
告
は
テ
レ
ビ
東
京
が
手
が
け

た
一
連
の
番
組（「
ガ
イ
ア
の
夜
明
け
」

「
Ｗ
Ｂ
Ｓ
」）を
見
て
い
た
。
フ
ェ
ア
に
物

事
を
見
て
い
る
と
私
に
感
想
を
述
べ
た

後
、
別
れ
際
に
こ
う
告
げ
た
。

「
い
つ
か
カ
メ
ラ
の
前
で
話
せ
る
と
き

が
来
た
ら
、
あ
な
た
の
取
材
を
最
初
に
受

け
る
」

私
は
社
交
辞
令
だ
と
思
い
、
謝
意
だ
け

伝
え
た
。

大
み
そ
か
の
朝
、
珍
し
く
早
起
き
し
た

私
に
ゴ
ー
ン
被
告
の
国
外
逃
亡
の
知
ら
せ

が
飛
び
込
ん
で
き
た
。

現
地
へ
向
か
う
機
中
で
11
月
の
ゴ
ー
ン

被
告
と
の
会
話
を
思
い
起
こ
し
な
が
ら
、

〝
兆
し
〟は
あ
っ
た
と
思
い
を
め
ぐ
ら
し
て

い
た
。

私
は
厳
重
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
チ
ェ
ッ

ク
を
通
過
し
、
案
内
さ
れ
る
ま
ま
２
階
へ

あ
が
っ
た
。
会
見
場
は
、
大
学
の
小
さ
な

教
室
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
白
壁
の
部
屋

で
、
決
し
て
広
く
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
に

世
界
各
国
の
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
１
０
０
人

以
上
が
入
場
し
た
。
私
の
同
僚
の
カ
メ
ラ

マ
ン
と
助
手
は
、
東
京
と
の
生
中
継
に
向

け
て
回
線
チ
ェ
ッ
ク
を
始
め
て
い
た
。
そ

の
脇
で
私
も
ひ
っ
き
り
な
し
に
く
る
電
話

や
メ
ー
ル
の
対
応
に
追
わ
れ
た
。
番
組
の

進
行
、
コ
メ
ン
ト
の
内
容
、
準
備
す
る
Ｖ

Ｔ
Ｒ
の
チ
ェ
ッ
ク
…
。
私
は
体
で
実
務
を

こ
な
し
な
が
ら
、ど
こ
か
上
の
空
だ
っ
た
。

ゴ
ー
ン
被
告
は
本
当
に
こ
の
場
に
や
っ

て
来
る
の
だ
ろ
う
か
？
　
こ
ん
な
こ
と
が

現
実
に
起
き
て
い
い
の
だ
ろ
う
か･･･

。

現
地
時
間
の
午
後
３
時
。
私
の
目
の
前

に
ゴ
ー
ン
被
告
が
立
っ
て
い
た
。

「
違
法
行
為
ど
う
考
え
る
か
」と
質
問

一
斉
に
た
か
れ
た
カ
メ
ラ
の
フ
ラ
ッ
シ

ュ
の
先
に
は
、
む
か
し
と
変
わ
ら
ぬ
雰
囲

気
を
漂
わ
せ
た〝
カ
リ
ス
マ
経
営
者
〟が

い
た
。
あ
る
い
は
そ
う
思
わ
せ
た
い
姿
が

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ゴ
ー
ン
被
告

は
妻
・
キ
ャ
ロ
ル
氏
を
伴
い
、
自
由
の
身

で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
気
が

す
る
。私
は
マ
イ
ク
を
持
ち
リ
ポ
ー
ト
し
、

こ
の
人
物
が
ゴ
ー
ン
被
告
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
、
再
び
身
震
い
し
た
。

「
あ
な
た
は
日
本
で
尊
敬
さ
れ
る
経
営

者
だ
っ
た
。
し
か
し
、
あ
な
た
は
日
本
の

法
を
破
っ
て
こ
こ
に
い
る
。
そ
れ
に
つ
い

て
あ
な
た
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
？
」

日
本
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
聞
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

ゴ
ー
ン
被
告
は
、
法
を
破
っ
た
こ
と
は

問
題
だ
と
し
な
が
ら
も
検
察
の
方
が
問
題

で
は
な
い
の
か
、
と
持
論
を
述
べ
た
。

会
見
翌
日
、
ゴ
ー
ン
被
告
は
私
の
単
独

取
材
に
応
じ
た
。

別
れ
際
、「
あ
な
た
の
取
材
に
は
い
つ

で
も
応
じ
る
」と
再
び
約
束
し
た
。
次
の

機
会
が
あ
る
な
ら
ば
、何
を
聞
く
べ
き
か
。

そ
ん
な
こ
と
を
自
問
自
答
し
な
が
ら
、
取

材
を
続
け
て
い
る
。

あ
べ
・
き
ん
じ
▼
2
0
0
8
年
入
社
　
警
視
庁

担
当
記
者
　「
ガ
イ
ア
の
夜
明
け
」デ
ィ
レ
ク

タ
ー
な
ど
を
経
て
　
19
年
7
月
か
ら
現
職

会見場でリポートする筆者（１月８日/レバノ
ン・ベイルート/テレビ東京提供）

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス
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津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
事
件�

神
戸

　金
史（
Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送
東
京
報
道
制
作
部
長
）

「
不
寛
容
の
時
代
」を
象
徴

記
者
と
し
て
、
障
害
児
の
親
と
し
て

「
ブ
サ
イ
ク
は
、
イ
ケ
メ
ン
に
な
る
努

力
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
で
す
」

最
初
に
会
っ
た
と
き
、
障
害
者
施
設
・

津
久
井
や
ま
ゆ
り
園（
神
奈
川
県
相
模
原

市
）で
45
人
を
殺
傷
し
た
植
松
聖さ

と
し

被
告
は
、

「
自
分
は
ブ
サ
イ
ク
だ
が
、
整
形
を
重
ね

て
、
こ
こ
ま
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

ん
で
す
」と
言
っ
た
。
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
西
村
匡た

だ

史し

記
者
が
面
会
し
た
と
き
に
同
席
の
画
家

が
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
に
は
強
い
不
満
を
表

し
た
。
彼
は
、
よ
り
格
好
よ
く
見
ら
れ
た

い
と
い
う
強
い
欲
求
を
持
っ
て
い
る
。

１
月
に
横
浜
地
裁
で
始
ま
っ
た
初
公
判

で
、
彼
は
口
に
指
を
突
っ
込
ん
で
か
み
切

ろ
う
と
し
た
。「
心
神
耗
弱
を
装
っ
た
の

で
は
」と
い
う
見
方
が
報
じ
ら
れ
て
い
た

が
、私
が
知
る
植
松
被
告
は
格
好
つ
け
だ
。

私
は
そ
の
場
に
は
い
な
か
っ
た
が
、
そ
ん

な
み
っ
と
も
な
い
行
動
を
わ
ざ
わ
ざ
取
る

と
は
思
え
な
か
っ
た
。

お
そ
ら
く
、
こ
の
法
廷
で
間
も
な
く
下

さ
れ
る
だ
ろ
う
刑
に
お
び
え
て
、
取
り
乱

し
た
。そ
の
後
彼
は
取
り
繕
っ
て
い
る
が
、

私
は
そ
う
思
っ
て
い
る
。

実
際
に
会
っ
て
み
た
印
象
は
、
ご
く
普

通
の
、ど
こ
に
で
も
い
る
平
凡
な
青
年
だ
。

そ
こ
に
、こ
の
事
件
の
恐
ろ
し
さ
が
あ
る
。

「
い
つ
ま
で
生
か
し
て
お
く
の
か
」

私
は
、
福
岡
の
民
放
・
Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎
日
放

送
の
記
者
で
、
事
件（
２
０
１
６
年
７
月

２６
日
）の
数
ヵ
月
前
に
た
ま
た
ま
東
京
に

着
任
し
た
。
福
岡
で
暮
ら
す
長
男（
２1
）

は
、
先
天
性
の
脳
の
機
能
障
害「
自
閉
症
」

と
知
的
障
害
を
持
っ
て
生
ま
れ
た
。
だ
か

ら
、
彼
が
事
件
を
起
こ
し
た
後
に
発
し
た

「
心
失
者（
意
思
疎
通
の
取
れ
な
い
障
害

者
）は
生
き
て
い
る
価
値
が
な
い
」と
い

う
供
述
に
、
心
刺
さ
れ
る
思
い
だ
っ
た
。

面
会
を
求
め
る
ま
で
に
、
１
年
以
上
を

要
し
た
。
彼
か
ら
の
返
信
の
一
節
だ
。

重
い
障
害
を
持
っ
て
い
る
子
の
親

に
、
こ
ん
な
話
は
誰
も
し
た
く
あ
り

ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
自
分
の
子
供
が

可
愛
い
の
は
当
然
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
逆
に
お
尋
ね
し
ま
す
と
、
い
つ

ま
で
生
か
し
て
お
く
つ
も
り
な
の
で

し
ょ
う
か
。

普
通
の
青
年
が
、
ど
う
し
て
こ
こ
ま
で

残
酷
に
な
れ
る
の
か
。
そ
れ
を
、
考
え
続

け
て
き
た
。

多
く
の
記
者
が
、
植
松
被
告
と
面
会
を

重
ね
て
い
る
。
し
か
し
私
は
、
面
会
後
し

ば
ら
く
は
心
の
ど
こ
か
が
削
ら
れ
て
、
自

分
の
心
の
体
力
が
再
び
整
っ
て
か
ら
し

か
、
会
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

「
少
し
は
役
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
」

彼
の
立
場
に
な
っ
て
動
機
を
考
え
た
と

き
が
、
最
も
苦
し
か
っ
た
。

「
も
し
か
す
る
と
、
あ
な
た
は
障
害
児

の
お
母
さ
ん
を
救
い
た
い
と
思
っ
た
の
で

は
？
」と
聞
く
と
、
我
が
意
を
得
た
り
と

う
な
ず
い
た
。

役
に
立
た
な
い
人
間
と
自
覚
し
て
い
た

と
言
う
彼
に
、「
事
件
を
起
こ
し
て
、
役

に
立
つ
側
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
す
か
」と
聞
い
て
み
た
。

植
松
被
告
は
う
れ
し
そ
う
に「
少
し
は

役
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
、
と
思
っ
て
い

ま
す
」と
笑
っ
た
。

生
活
保
護
の
受
給
者
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
、
ホ

ー
ム
レ
ス
…
…
。「
生
産
性
が
な
い
」と

見
な
さ
れ
た
者
に
対
す
る
バ
ッ
シ
ン
グ

は
、
後
を
絶
た
な
い
。
一
緒
に
面
会
し
て

も
ら
っ
た
奥
田
知
志
牧
師
は「
彼
も
、
私

も
、
同
じ
時
代
の
子
だ
」と
言
っ
た
。

誰
の
中
に
も
、
差
別
の
心
は
潜
ん
で
い

る
。
そ
れ
を
安
易
に
表
に
出
せ
ば
、
憎
悪

の
刃
と
な
っ
て
次
々
に
人
の
心
を
刺
し
て

い
く
。
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
や
沖
縄
差
別
が

よ
い
例
だ
。
相
手
と
の
間
に
勝
手
に
線
を

引
き
、「
向
こ
う
側
の
人
々
の
尊
厳
や
存

在
を
否
定
す
る
行
為
」と
い
う
点
で
、
植

松
被
告
と
共
通
し
て
い
る
。こ
の
事
件
は
、

私
た
ち
が
生
き
て
い
る
時
代
を
象
徴
し
て

い
る
。

事
件
を
テ
ー
マ
に
Ｒ
Ｋ
Ｂ
で
今
月
放
送

し
た
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
題
名

は
、「
イ
ン
ト
レ
ラ
ン
ス（
不
寛
容
）の
時

代
」と
し
た
。
こ
の
事
件
を
、
特
殊
な
男

が
起
こ
し
た
特
殊
な
事
件
と
捉
え
て
は
な

ら
な
い
。

か
ん
べ
・
か
ね
ぶ
み
▼
2
0
0
5
年
に
毎
日
新

聞
か
ら
転
職
　
16
年
4
月
か
ら
現
職
　
事
件

を
1
人
称
で
描
い
た
ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー「
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
　
差
別
と
平
和
」で
第

45
回
の
放
送
文
化
基
金
賞
の
最
優
秀
賞
　
著

書
に『
障
害
を
持
つ
息
子
へ
』な
ど

接見室で筆者（右）と話す植松被告の様子を描いた
イラスト（20１８年７月/東京都立川市　立川拘置所/ＲＫＢ
毎日放送提供）

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート
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地元メディアの視点から� 静岡 発

南アルプスのリニア建設予定地を視察する静岡
県の川勝平太知事（手前右から2人目　20１9年６月１3
日/静岡市/静岡新聞社提供）

２
０
２
７
年
の
東
京
・
品
川
～
名
古
屋

間
の
開
業
を
目
指
し
て
い
る
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
。
Ｊ
Ｒ
東
海
が
沿
線
で
建
設
工
事

を
本
格
化
す
る
中
、
静
岡
県
最
北
端
の
南

ア
ル
プ
ス
を
貫
く
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
に
着

手
で
き
て
い
な
い
。
南
ア
ル
プ
ス
は
静
岡

県
中
西
部
に
住
む
約
６0
万
人
の
生
活
や
産

業
を
支
え
る
大
井
川
の
水
源
で
、
川
の
水

が
減
少
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
河
川
法
の
許

可
権
限
を
持
つ
河
川
管
理
者
の
静
岡
県
が

反
対
し
て
い
る
た
め
だ
。

長
さ
２5
㌔
で
３
千
メートル
級
の
山
々
を
貫
く

南
ア
ル
プ
ス
ト
ン
ネ
ル
は
前
例
の
な
い
難

工
事
で
、
大
規
模
な
河
川
の
水
源
の
下
を

横
切
る
特
殊
な
ト
ン
ネ
ル
。
ま
た
、
南
ア

ル
プ
ス
は
大
昔
に
海
底
に
あ
っ
た
地
層
が

毎
年
数
㍉
ず
つ
隆
起
し
て
で
き
て
い
て
、

地
層
が
垂
直
に
な
り
、
水
が
浸
透
し
や
す

い
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

■
大
井
川
は
慢
性
的
に
水
不
足

そ
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
を
巡
っ
て
現
在
、

最
大
の
懸
案
に
な
っ
て
い
る
の
は
ト
ン
ネ

ル
掘
削
で
湧
き
出
る
水
が
工
事
中
の
一
定

期
間
、
静
岡
県
内
か
ら
山
梨
、
長
野
両
県

に
流
出
す
る
問
題
。
山
梨
県
の
富
士
川
水

系
や
長
野
県
の
天
竜
川
水
系
に
流
れ
出
る

と
、
そ
の
水
は
大
井
川
水
系
に
戻
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
大
井
川
は
頻
繁
に
取
水
制

限
が
行
わ
れ
、
慢
性
的
な
水
不
足
に
苦
し

ん
で
き
た
歴
史
が
あ
る
。
ト
ン
ネ
ル
湧
水

が
大
井
川
水
系
か
ら
流
出
す
る
期
間
は
ト

ン
ネ
ル
を
掘
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
ず
、

量
も
不
明
。
少
量
の
水
で
も
失
え
ば
中
下

流
域
に
影
響
が
出
か
ね
ず
、
流
域
住
民
が

不
安
に
駆
ら
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、
Ｊ

Ｒ
東
海
の
宇
野
護ま

も
る

副
社
長
は
、
科
学
的
根

拠
を
示
さ
ず
に「
中
下
流
域
に
工
事
の
影

響
は
出
な
い
」と
断
言
し
、
住
民
の
反
感

を
招
い
た
。

た
だ
、
問
題
の
経
緯
を
書
い
た
全
国
紙

の
記
事
は
静
岡
県
内
版
へ
の
掲
載
が
多

く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
配
信
さ
れ
る
雑

誌
な
ど
の
記
事
は
Ｊ
Ｒ
東
海
寄
り
の
論
調

が
目
立
っ
た
。そ
の
結
果
、「
変
わ
り
者
」の

川
勝
平
太
知
事
が
静
岡
空
港
の
直
下
に
東

海
道
新
幹
線
の
新
駅
を
設
置
さ
せ
る
た
め

に
ご
ね
て
い
る
だ
け
だ
と
い
う
話
が
流
布

さ
れ
、
静
岡
県
の
水
に
対
す
る
危
機
感
は

い
ま
だ
に
全
国
で
共
有
さ
れ
て
い
な
い
。

私
も
昨
年
春
ま
で
東
京
に
駐
在
し
、
リ

ニ
ア
問
題
の
取
材
に
直
接
関
わ
ら
な
い
立

場
だ
っ
た
の
で「
静
岡
県
が
ご
ね
て
い
る

だ
け
」と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
、
異
動
で
静
岡
に
戻
り
、
担
当
記

者
と
し
て
静
岡
県
が
工
法
を
技
術
的
に
検

証
す
る
有
識
者
会
議
を
取
材
し
て
み
る

と
、
静
岡
県
側
の
質
問
に
ま
と
も
に
答
え

ず
、
論
点
を
ず
ら
し
た
り
、
曖
昧
に
し
た

り
す
る
Ｊ
Ｒ
東
海
の
姿
勢
に
驚
か
さ
れ

た
。
地
元
と
の
合
意
形
成
が
な
い
ま
ま
着

工
し
よ
う
と
し
、
矛
盾
す
る
説
明
も
平
気

で
す
る
。

ト
ン
ネ
ル
湧
水
が
静
岡
県
外
に
流
出
し

て
も
大
井
川
の
水
は
減
ら
な
い
と
も
主

張
。
そ
の
理
由
を
問
わ
れ
た
Ｊ
Ｒ
東
海
の

幹
部
は「
水
は
広
く
見
た
ら
循
環
す
る
。

地
下
水
も
河
川
水
も
海
に
流
れ
、
水
蒸
気

に
な
っ
て
雨
が
降
る
」と
意
味
不
明
な
水

循
環
論
を
持
ち
出
し
た
。
本
当
に
工
事
を

お
願
い
す
る
立
場
な
の
か
、
と
首
を
か
し

げ
て
し
ま
う
対
応
と
説
明
だ
。
当
然
、
地

元
住
民
は
不
信
感
を
募
ら
せ
て
い
る
。

■
利
水
者
視
点
で
報
道

Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら
は
リ
ニ
ア
が
な
ぜ
必
要

な
の
か
、
国
益
に
資
す
る
の
か
散
々
説
明

を
受
け
た
。た
だ
、静
岡
県
に
と
っ
て
は
地

域
経
済
を
支
え
る
大
井
川
の
水
の
方
が
よ

ほ
ど
重
要
だ
。
そ
う
し
た
視
点
で
報
道
で

き
る
の
は
地
元
の
記
者
し
か
い
な
い
。
今

回
の
問
題
も
当
初
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
対
応
を

批
判
的
に
伝
え
た
の
は
弊
紙
や
一
部
の
地

元
メ
デ
ィ
ア
だ
け
だ
っ
た
。
国
策
と
し
て

着
工
の
圧
力
が
か
か
る
中
、「
最
後
の
砦
」

と
し
て
機
能
し
た
と
も
言
え
る
。

国
土
交
通
省
が
調
整
役
と
な
っ
て
動
き

出
し
た
が
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
姿
勢
に
改
善
は

見
ら
れ
な
い
。
大
井
川
の
水
を
利
用
す
る

流
域
住
民
か
ら
届
く
の
は「
今
ま
で
通
り

水
を
使
え
れ
ば
い
い
」と
い
う
切
実
な

声
。
そ
ん
な
声
を
原
点
に
、
地
元
メ
デ
ィ

ア
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

大橋　弘典
（静岡新聞社政治部）

新・列島報告�　静岡県
リニア・トンネル工事

地元メディアが「最後の砦」
JR東海の説明に住民不信感

お
お
は
し
・
ひ
ろ
の
り
▼
2
0
0
2
年
入
社
　

浜
松
総
局
　
東
京
支
社
な
ど
を
経
て
　
19
年

3
月
か
ら
本
社
政
治
部
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避難所で号外を読む女性。「情報がないのが一番不
安」と語った（20１9年１0月１3日/長野市/信濃毎日新聞社提供）

パ
ソ
コ
ン
を
開
け
ば「
マ
ス
ゴ
ミ
」な

ど
と
嘲
笑
が
飛
び
交
い
、「
お
ま
え
、
そ

れ
で
も
新
聞
記
者
か
」な
ん
て
後
輩
に
言

お
う
も
の
な
ら
途
端
に
ひ
ん
し
ゅ
く
を
買

い
か
ね
な
い
日
々
に
、
い
や
は
や
、
こ
の

デ
ス
ク
な
る
中
間
管
理
稼
業
は
一
体
い
つ

ま
で
続
く
の
か
と
、
気
付
い
て
み
れ
ば
自

分
こ
そ「
次
の
休
み
は
い
つ
だ
っ
け
…
」

と
指
折
り
数
え
て
い
る
体
た
ら
く
。
個
人

的
な
事
情
で
言
え
ば
、
そ
こ
に
や
っ
て
来

た
の
が
台
風
19
号
だ
っ
た
。

県
内
最
接
近
の
夜
が
明
け
、
千
曲
川
氾

濫
の
状
況
が
明
ら
か
に
な
り
始
め
た
２
０

１
９
年
10
月
13
日
。
た
ま
た
ま
社
会
面
デ

ス
ク
に
座
る
日
で
、
そ
れ
以
降
、
統
括
を

任
さ
れ
て
か
ら
の
特
に
１
カ
月
余
り
は
、

被
災
者
と
共
に
。
そ
う
念
じ
て
い
た
つ

も
り
が
、
先
の
見
え
な
い
不
安
、
支
援
さ

れ
る
立
場
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
心
苦
し
さ

の
張
り
付
い
た「
快
適
」と
い
う
言
葉
の

真
意
一
つ
、
十
分
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
。
忙
し
さ
を
言
い
訳
に
、
ど
こ

か
に
緩
み
が
生
ま
れ
て
い
た
。

■
社
会
面
に
反
省
込
め
た
記
事
掲
載

「
信
毎
さ
ん
」が
こ
れ
に
ど
う
対
応
す

る
か
。
こ
の
避
難
所
の
み
な
ら
ず
全
て
の

被
災
者
に
、
じ
っ
と
見
ら
れ
て
い
る
と
感

じ
た
。
率
直
に
反
省
を
込
め
た
記
事
を
出

そ
う
。
取
材
記
者
と
話
し
合
い
、
私
た
ち

に「
足
り
な
か
っ
た
も
の
」の
見
出
し
で

第
２
社
会
面
の
肩
に
載
せ
た
。

被
災
地
は
人
口
減
に
拍
車
が
掛
か
り
、

個
々
の
生
活
再
建
の
道
の
り
は
な
お
遠

い
。
災
害
関
連
死
で
は
周
り
の
目
を
気
に

し
て
遺
族
が
そ
れ
を
言
い
だ
せ
な
い
な

ど
、
よ
く
目
を
凝
ら
さ
な
け
れ
ば
見
え
な

い
形
で
苦
悩
が
潜
行
し
て
も
い
る
。
一
方

で
災
害
か
ら
ま
だ
３
カ
月
余
と
い
う
の

に
、日
常
に
か
ま
け
が
ち
な
自
分
が
い
る
。

読
者
、
県
民
と
共
に
築
か
れ
て
き
た「
信

毎
さ
ん
」へ
の
信
頼
と
期
待
と
い
う
原
点

は
忘
れ
ま
い
と
、
肝
に
銘
じ
て
い
る
。

災 害とともに

呼び起こされた「記者の原点」
緩みが生んだひと言への抗議

向井　紀文（信濃毎日新聞社報道部次長）

台風19号　長野県 減災
防災
被災

最前線⑬

文
字
通
り
寝
食
を
忘
れ
て
仲
間
た
ち
と
紙

面
作
り
に
没
入
し
た
。
本
支
社
局
か
ら
の

応
援
も
含
む
総
掛
か
り
の
緊
張
感
。
あ
る

種
の
興
奮
状
態
に
あ
っ
た
の
だ
と
思
う

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

販
売
店
の
皆
さ
ん
が
毎
日
、
避
難
所
に

届
け
る
新
聞
を
、
被
災
者
の
方
々
は
隅
か

ら
隅
ま
で
、
食
い
入
る
よ
う
に
読
ん
で
い

た
。
同
じ
境
遇
の
人
々
に
思
い
を
重
ね
、

あ
る
い
は
幾
た
び
も
水
害
を
乗
り
越
え
て

き
た
先
人
に
思
い
を
は
せ
る
紙
面
に
、
涙

を
流
す
人
も
い
た
。
さ
ら
に「
自
分
た
ち

の
地
区
に
も
こ
ん
な
被
害
が
出
て
い
る
」

「
早
く
取
材
に
来
て
ほ
し
い
」と
い
っ
た

連
絡
が
次
々
に
届
い
た
。

些
末
な
こ
と
に
気
を
取
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
恥
ず
か
し
い
。
新
聞
を
待
っ
て
い
て

く
れ
る
人
た
ち
が
ま
だ
、
こ
ん
な
に
い
る

じ
ゃ
な
い
か
。
何
の
た
め
に
新
聞
記
者
を

や
っ
て
い
る
の
か
、
原
点
を
呼
び
起
こ
さ

れ
た
気
が
し
た
。

■
「
信
毎
さ
ん
を
信
頼
し
て
き
た
ん
で
す
」

そ
ん
な
あ
る
朝
、
本
社
に
か
か
っ
て
き

た
電
話
を
受
け
た
。「『
信
毎
さ
ん
』が
こ

ん
な
報
道
で
い
い
ん
で
す
か
」。
避
難
所

に
身
を
寄
せ
て
い
る
人
か
ら
だ
っ
た
。
長

引
く
避
難
生
活
の
大
変
さ
を
伝
え
る
記
事

中
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
ら
の
お
か
げ
で「
快

適
」だ
と
語
る
あ
る
男
性（
実
名
）を
紹
介

し
た
く
だ
り
。
避
難
所
で
は
１
日
３
回
、

弁
当
が
無
料
提
供
さ
れ
て
い
た
。
取
材
の

や
り
と
り
で
食
事
に
も
触
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
そ
れ
も「
快
適
」の
具
体
例
と
考

え
、「
３
食
無
料
の
弁
当
は
出
る
し（
中

略
）文
句
は
言
え
な
い
」と
補
足
を
交
え
、

男
性
の
言
葉
と
し
て
書
い
た
こ
と
へ
の
、

強
い
抗
議
だ
っ
た
。

「
隣
で
取
材
の
様
子
を
見
て
い
た
が
、

彼
は
そ
ん
な
言
い
方
は
し
て
い
な
い
」「
こ

れ
じ
ゃ
被
災
者
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
支

援
を
受
け
て
い
る
印
象
。
彼
が
傷
つ
い
て

い
な
い
か
心
配
だ
」…
。
電
話
を
置
い
て
、

す
ぐ
避
難
所
を
訪
ね
た
。
当
の
男
性
は

「
被
災
し
た
こ
と
よ
り
つ
ら
い
」と
震
え

る
声
で
語
っ
た
。
そ
し
て
電
話
を
く
れ
た

人
と
同
じ
よ
う
に
、「
私
た
ち
は
ず
っ
と

『
信
毎
さ
ん
』を
信
頼
し
て
き
た
ん
で
す
」

と
、
憤
り
を
抑
え
て
訴
え
ら
れ
た
。

む
か
い
・
の
り
ふ
み
▼
1
9
9
4
年
入
社
　
松

本
本
社
報
道
部
　
飯
田
支
社
　
東
京
支
社
報

道
部
　
大
町
支
局
長
な
ど
を
経
て
　
2
0
1
7

年
4
月
か
ら
現
職
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野嶋　剛
ジャーナリスト
第９回/１月20日
出席：10人

社
会
部
記
者
の
醍
醐
味

■「
香
港
の
デ
モ
は
収
束
し
な
い
だ
ろ
う
」

香
港
に
は
国
共
内
戦
や
文
化
大
革
命
な

ど
か
ら
逃
げ
て
き
た
人
た
ち
や
そ
の
子
孫

が
多
く
い
る
。
そ
の
た
め
、
中
国
政
府
に

批
判
的
な
活
動
家
ら
が
本
土
に
引
き
渡
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る「
逃
亡
犯
条
例
改
正

案
」は
人
々
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
刺
激
す
る
も
の

だ
っ
た
。
条
例
改
正
案
の
撤
回
は
、
デ
モ

参
加
者
ら
が
掲
げ
る「
五
大
要
求
」の
一

つ
で
あ
り
、
昨
年
10
月
に
正
式
に
撤
回
さ

れ
要
求
は
達
成
さ
れ
た
。
で
は
残
り
の
要

求
も
受
け
入
れ
ら
れ
れ
ば
デ
モ
は
収
束
す

る
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
は
い
か
な
い
だ

ろ
う
と
い
う
の
が
野
嶋
氏
の
見
立
て
だ
。

一
連
の
抗
議
活
動
で
は
、
数
千
人
が
逮
捕

さ
れ
、
勾
留
中
に
拷
問
や
性
的
な
暴
行
を

受
け
た
例
も
報
道
さ
れ
る
。
仮
に
要
求
が

達
成
さ
れ
て
も
、
彼
ら
の
中
国
政
府
へ
の

憤
り
や
不
信
感
は
も
は
や
収
ま
る
こ
と
は

な
い
と
指
摘
す
る
。

「
一
国
二
制
度
」の
期
限
で
あ
る
二
〇

四
七
年
を
ど
う
迎
え
る
の
か
。
日
本
を
含

む
外
国
メ
デ
ィ
ア
が
、
香
港
の
人
々
の
足

跡
を
記
録
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
。

テ
レ
ビ
朝
日
外
報
部
　
橋
本
　
将

Ｉ
Ｔ
編
⑤
　
１
月
11
日
／
出
席
：
31
人

今
回
は
、
現
場
報
告
、
探
す
、
見
分
け

る
、実
践
の
豪
華
４
本
立
て
で
行
わ
れ
た
。

１
部
で
は
去
年
11
月
に
韓
国
で
開
催
さ

れ
た
デ
ー
タ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
会
議
に
出

席
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
山
本
智
・
ワ
ー
ル
ド
ニ

ュ
ー
ス
部
副
部
長
と
金
相
佑
・
同
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
が
賞
を
受
賞
し
た
記
事
を
紹
介
し

た
ほ
か
、
電
子
化
が
進
む
韓
国
の
メ
デ
ィ

ア
事
情
に
つ
い
て
も
報
告
し
た
。

２
部
で
は
報
知
新
聞
の
田
中
孝
憲
記
者

か
ら
グ
ー
グ
ル
検
索
の
効
率
的
な
使
い
方

を「
桜
を
見
る
会
」を
テ
ー
マ
に
学
ん
だ
。

ま
た
、
今
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
過
去

の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
で
き
る
サ
ー
ビ

スW
ayback�M

achine

も
体
験
し
た
。
さ

ら
に
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
情
報
を
取
材
に
使
う

際
の
心
得
や
、
ツ
イ
ー
ト
に
添
付
さ
れ
た

画
像
の
真
贋
の
見
分
け
方
な
ど
も
学
ん
だ
。

最
後
に
時
事
通
信
の
川
上
貴
之
記
者
か

ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語Python

を
使
っ

て
気
象
庁
の
地
震
情
報
か
ら
速
報
記
事
を

自
動
的
に
作
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
使
い
方
を

学
ん
だ
。�

（
事
務
局
）

■
会
議
報
告

●
第
４
０
９
回
会
報
委
員
会

（
１
・
８
　
小
会
議
室
）

２
月
号
の
編
集
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

出
席
　
乾
委
員
長
、
塚
田
、
曽
我
部
、
桑

田
、竹
内
、中
村
、渡
辺
、迫
田
の
各
委
員
。

●
第
５
０
３
回
企
画
委
員
会

（
１
・
14
　
会
見
場
）

新
委
員
の
斉
川
誠
太
郎
・
北
海
道
新
聞

社
東
京
編
集
局
長
が
挨
拶
し
た
後
、
今
後

の
ゲ
ス
ト
候
補
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

出
席
　
西
村
委
員
長
、
坪
井
、
上
田
、
橋

本
、
榊
原
、
小
川
、
森
田
、
杉
田
、
山
田
、

斉
川
、
井
上
、
宮
内
、
伊
藤
、
竹
田
、
出

川
、
川
戸
、
小
栗
、
川
村
、
平
井
、
福
田
、

倉
重
の
各
委
員
。

●
第
５
０
９
回
会
員
資
格
委
員
会

（
１
・
1６
　
小
会
議
室
）

２
月
１
日
付
入
退
会
を
審
議
、
理
事
会

に
答
申
し
た
。

出
席
　
田
中
委
員
長
、
山
浦
、
指
尾
、
津

川（
卓
）、
狐
野
、
山
本
、
高
木
の
各
委
員
。

●
第
２
３
６
回
施
設
運
営
委
員
会

（
１
・
２9
　
小
会
議
室
）

事
務
局
が
19
年
10
月
か
ら
1２
月
ま
で
の

ア
ラ
ス
カ
、貸
室
の
利
用
状
況
を
報
告
後
、

会
見
場
、
会
議
室
、
和
食
堂
の
床
・
ク
ロ

ス
な
ど
の
張
替
え
工
事
と
喫
煙
室
換
気
設

備
増
強
工
事
を
提
案
。
工
事
を
進
め
る
こ

と
で
合
意
し
た
。

出
席
　
上
﨑
委
員
長
、
赤
羽
、
平
松
、
袴

田
、
林
、
有
木
、
長
崎
の
各
委
員
。

査
の
ず
さ
ん
な
調
査
報
告
書
を
暴
い
た
松

川
氏
が
マ
イ
ク
を
握
り
、
取
材
の
端
緒
か

ら
取
材
手
法
ま
で
を
詳
し
く
説
明
し
た
。

「
暇
な
時
間
が
あ
れ
ば
調
査
報
告
書
を
疑

い
の
目
で
読
ん
で
い
た
。
拭
え
ぬ
違
和
感

が
多
く
あ
っ
た
」と
話
し
た
。
県
知
事
に

も
批
判
的
に
記
事
を
書
い
た
と
い
い
、
読

者
か
ら
の
反
応
も
良
か
っ
た
と
振
り
返
っ

た
。
近
い
存
在
に
あ
る
読
者
へ
の
責
任
や

地
方
紙
記
者
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
を
感
じ

さ
せ
る
講
義
だ
っ
た
。

講
師
　
阿
部
　
欣
司

テ
レ
ビ
東
京
「
Ｗ
Ｂ
Ｓ
」
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

■「
取
材
相
手
に
託
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
」

２
部
で
は
阿
部
氏
が
、
レ
バ
ノ
ン
に
滞

在
す
る
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
被
告
や
レ
オ

パ
レ
ス
２1
に
よ
る
不
正
建
築
の
取
材
裏
を

報
告
し
た
。
取
材
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に

は
、「
取
材
相
手
に
何
度
も
会
い
、
託
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
大
切
」と
述
べ

た
。
レ
バ
ノ
ン
の
取
材
で
は
、
保
釈
後
の

各
社
の
報
道
内
容
を
見
て
、
ゴ
ー
ン
被
告

か
ら
指
名
が
あ
っ
た
と
い
う
。
レ
オ
パ
レ

ス
２1
で
は
、
テ
レ
ビ
東
京
の
ス
ポ
ン
サ
ー

で
あ
っ
た
り
、
実
際
に
違
法
建
築
か
ど
う

か
確
認
す
る
た
め
屋
根
を
壊
し
た
り
し

て
、
取
材
に
や
り
づ
ら
さ
を
感
じ
た
と
話

し
た
。
厳
し
い
環
境
の
中
、
ね
ば
り
強
く

取
材
を
続
け
た
姿
に
学
ぶ
も
の
が
多
い
講

義
と
な
っ
た
。

�

高
知
新
聞
社
報
道
部
　
乙
井
　
康
弘

土曜記者ゼミ

記者ゼ ミ

調
査
報
道
編
⑦
　
１
月
18
日
／
出
席
：
38
人

講
師
　
松
川
　
敦
志

�

　
秋
田
魁
新
報
社
編
集
委
員

■
な
ぜ
地
方
紙
に
暴
か
れ
た
の
か

防
衛
省
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
迎
撃
シ
ス
テ

ム「
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
」の
適
地
調
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2019年（第47回）予想アンケート結果（2019年1月25日締め切り　応募総数　339）　平均＝4.9点

会 員懇親会

正解 正解率
①12月31日現在のわが国の首相は誰か （安倍晋三） 82.6%
②衆参同日選挙が実施 （されない） 59.3%
③新元号に使われると思う漢字を一文字だけ書いてください
※25人が「和」と回答。「令」は０人。

（令または和）  7.4%

④日経平均株価の終値が18,000円を割る日が
※１月14日の19,561.96が最安値

（ない） 34.5%

⑤消費税の引き上げが予定通り10月に （行われる） 82.6%
⑥日朝首脳会談が開催 （されない） 75.0%
⑦米下院がトランプ大統領の弾劾訴追を （する） 44.0%
⑧将棋の藤井聡太七段が８大タイトルのいずれかを獲得 （しない） 31.0%
⑨ラグビーワールドカップで、日本代表が決勝トーナメントに進出
※予選プール１位通過で史上初の決勝トーナメント進出。

（する） 33.0%

⑩陸上男子100メートルで日本記録（9秒98）が更新
※６月７日、サニブラウン・ハキーム選手（フロリダ大学）が９秒97に更新。

（される） 41.0%

最
高
得
点
は
９
点
で
一
人
だ
け

毎
年
恒
例
の
新
年
互
礼
会
員
懇
親
会
が
１

月
17
日（
金
）午
後
６
時
か
ら
、
10
階
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
、
１
４
８
人
が
参
加
し
た
。

原
田
亮
介
理
事
長
は
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で

「
年
末
年
始
に
か
け
て
ゴ
ー
ン
氏
の
レ
バ
ノ

ン
へ
の
逃
亡
劇
、
米
国
に
よ
る
イ
ラ
ン
革
命

防
衛
隊
司
令
官
の
殺
害
事
件
と
大
き
な
ニ
ュ

ー
ス
が
あ
っ
た
。
今
年
は
東
京
五
輪
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
、
米
大
統
領
選
が
あ
る
。
安
倍

首
相
の
自
民
党
総
裁
任
期
満
了
を
来
年
に
控

え
政
局
の
動
向
も
注
目
さ
れ
る
。
ニ
ュ
ー
ス

の
背
景
が
分
か
る
よ
う
な
記
者
会
見
を
開
催

し
会
員
の
皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え
た
い
」と

述
べ
た
。

続
い
て
、「
２
０
１
９
年
予
想
ア
ン
ケ
ー

ト
」の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。
一
番
の
難
問
は

「
新
元
号
の
漢
字
一
文
字
」を
当
て
る
問
い

で
、
正
解
率
は
わ
ず
か
７
・
４
％
。
惜
し
く

も
そ
の
問
い
に
は

外
れ
た
も
の
の
、

唯
一
、
９
問
正
解

し
た
榛し
ん

葉ば

英
二
氏

（
静
岡
放
送
常
務

取
締
役
営
業
・
事

業
本
部
長
）が
最

高
得
点
者
と
な
っ

た
。
当
日
は
、
代

理
で
村
木
信
男
氏

（
同
東
京
支
社
長

補
佐
）が
榛
葉
氏

の
あ
い
さ
つ（
左

に
抜
粋
）を
代
読
し
、
西
村
陽
一
企
画
委
員

長
か
ら
賞
状
と
副
賞
を
受
け
取
っ
た
。

会
見
ゲ
ス
ト
で
は
遠
藤
俊
英
金
融
庁
長

官
、
神
津
里
季
生
連
合
会
長
、
杉
本
和
行
公

正
取
引
委
員
会
委
員
長
、
山
口
那
津
男
公
明

党
代
表
、
玉
木
雄
一
郎
国
民
民
主
党
代
表
ら

が
出
席
、
各
国
大
使
館
か
ら
も
参
加
い
た
だ

い
た
。

■
素
晴
ら
し
い
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
に

10
問
中「
こ
う
な
る
」

と
確
信
し
て
回
答
し
た
の

は
５
問
だ
け
。
残
り
は

「
こ
う
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
希
望
に
基
づ
い
た
も
の
で
、
新
元

号
漢
字
一
文
字
が
外
れ
た
９
問
正
解
は
出

来
過
ぎ
で
驚
い
て
い
ま
す
。

念
ず
れ
ば
通
ず
る
で
は
な
い
で
す
が
、

９
問
目
は
袋
井
市
で
行
わ
れ
た
日
本
対
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
の
チ
ケ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
た
が

故
の
Ｙ
Ｅ
Ｓ
。
個
人
的
に
は
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯

の
興
奮
と
感
動
を
味
わ
え
た
こ
と
が
昨
年
の

重
大
ニ
ュ
ー
ス
の
ト
ッ
プ
で
す
。

新
年
早
々
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
裾
野
市
に

未
来
都
市
を
つ
く
る
と
い
う
朗
報
が
、
高
校

サ
ッ
カ
ー
で
は
男
女
の
県
代
表
が
日
本
一

に
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
の
静
岡
、
素
晴

ら
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
た
と

喜
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

静
岡
放
送
常
務
取
締
役
　
榛
葉
　
英
二

左から遠藤俊英金融庁長官、原田亮介理事長、
小田尚前理事長

「野党合流の行方は？」　玉木雄一郎国民民主党代表を囲んで
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すずき・やすお
1939年生まれ　東京外国語大
学ロシア科卒　64年読売新聞
社入社　モスクワ　バンコク　
ワシントンの各特派員　編集
委員などを務め　99年退社　
自治医科　富山国際両大学の
教授を務めた　訳書に『赤い
反乱　エリツィンはクーデター
を知っていた』『ゴルバチョフ
回想録』（共訳）など多数

書いた話　書かなかった 話

◆
モ
ス
ク
ワ
支
局
に
出
演
依
頼
の
電
話

今
か
ら
半
世
紀
前
の
１
９
７
０
年
か
71

年
、
読
売
新
聞
モ
ス
ク
ワ
支
局
の
電
話
の

ベ
ル
が
鳴
っ
た
。
受
話
器
を
取
り
上
げ
る

と
女
性
の
声
が
こ
う
話
し
か
け
て
き
た
。

「
こ
ち
ら
は
、
映
画
監
督
ア
ン
ド
レ
イ
・

タ
ル
コ
フ
ス
キ
ー
の
秘
書
の
マ
ー
シ
ャ
で

す
。
監
督
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
Ｓ
Ｆ
作

家
、
ス
タ
ニ
ス
ワ
フ
・
レ
ム
の
小
説『
ソ

ラ
リ
ス
』（
邦
題『
ソ
ラ
リ
ス
の
陽
の
も
と

に
』）を
も
と
に
自
分
で
脚
本
を
書
き
上

げ
、
す
で
に
撮
影
に
入
っ
て
い
ま
す
。
主

人
公
役
は
、
ソ
連
の
有
名
男
優
の
ド
ナ
タ

ス
・
バ
ニ
オ
ニ
ス
で
す
」

「
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
は
興
味
深
い
で
す

ね
。
映
画
が
完
成
し
た
ら
日
本
で
も
き
っ

と
大
評
判
に
な
る
と
思
い
ま
す
よ
」と
こ

ち
ら
も
エ
ー
ル
を
送
る
。
ロ
シ
ア
で
は
、

話
は
な
る
べ
く
大
き
く
す
る
の
が
肝
要
。

こ
ち
ら
の
気
持
ち
を
少
々
大
げ
さ
に
伝
え

る
の
が
礼
儀
だ
。

そ
れ
に
し
て
も
世
界
の
タ
ル
コ
フ
ス
キ

映
画
「
惑
星
ソ
ラ
リ
ス
」
出
演
記

タ
ル
コ
フ
ス
キ
ー
監
督
と
の
１
週
間

�

鈴
木

　康
雄

ー
が
日
本
の
新
聞
社
に
何
を
頼
み
た
い
と

い
う
の
だ
ろ
う
か
。

「
実
は
、
映
画
の
中
で
外
国
人
研
究
者

が
参
加
す
る
国
際
会
議
の
場
面
が
何
回
か

出
て
く
る
の
で
、
日
本
人
を
含
め
、
数
人

の
外
国
人
俳
優
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

で
も
モ
ス
ク
ワ
に
は
欧
米
、
日
本
な
ど
西

側
の
俳
優
を
回
し
て
く
れ
る
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
モ
ス
ク
ワ

駐
在
の
外
国
特
派
員
に
声
を
か
け
て
は
ど

う
か
と
な
り
、
手
始
め
に
ヨ
ミ
ウ
リ
に
電

話
し
て
み
た
の
で
す
」

な
る
ほ
ど
、
筋
道
は
通
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
西
側
特
派
員
に
と
っ
て
冷
戦
真
っ

た
だ
中
の
モ
ス
ク
ワ
は
、
注
意
に
注
意
を

重
ね
て
も
足
り
な
い
場
所
だ
っ
た
。
業
務

以
外
に
手
を
出
さ
な
い
の
が
常
識
だ
。

こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
。

ド
ラ
イ
ブ
中
に
当
時
４
歳
に
な
る
私
の

息
子
が「
お
し
っ
こ
」と
言
い
出
し
た
。

田
舎
道
沿
い
の
工
場
ら
し
き
建
物
の
そ

ば
に
停
車
し
、
息
子
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁

に
向
か
っ
て
用
を
足
し
た
。
す
る
と
１
分

も
し
な
い
う
ち
に
パ
ト
カ
ー
が
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
し
て
や
っ
て
き
て
、
私
は
ス
パ
イ

活
動
現
行
犯
で
調
べ
ら
れ
た
。
そ
こ
は
表

札
の
な
い
軍
需
工
場
だ
っ
た
の
だ
。
謝
罪

し
て
勘
弁
し
て
も
ら
っ
た
が
、
ソ
連
外
務

省
新
聞
部
や
Ｋ
Ｇ
Ｂ
の
フ
ァ
イ
ル
に
は
、

私
が
息
子
を
使
っ
て
隠
密
活
動
を
し
て
い

た
報
告
が
書
き
込
ま
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

話
は
タ
ル
コ
フ
ス
キ
ー
に
戻
る
。

支
局
長
に
話
す
と
、「
面
白
い
申
し
入

れ
じ
ゃ
な
い
か
。
ど
う
せ
大
し
た
仕
事
で

は
な
い
だ
ろ
う
。
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
が
タ

ル
コ
フ
ス
キ
ー
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
と

い
う
話
も
聞
か
な
い
の
で
、
こ
れ
は
チ
ャ

ン
ス
じ
ゃ
な
い
か
な
」と
い
う
こ
と
で
、

引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
支
局
長
が

「
鈴
木
君
、
勉
強
だ
と
思
っ
て
君
が
行
っ

て
こ
い
よ
」と
言
っ
て
く
れ
た
。

指
定
さ
れ
た
日
に
、「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム

キ
ン
」（
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
監
督
）「
誓

い
の
休
暇
」（
チ
ュ
フ
ラ
イ
監
督
）な
ど
の

名
作
を
生
ん
だ
国
立
モ
ス
ク
ワ
映
画
撮
影

所（
モ
ス
フ
ィ
ル
ム
）に
出
か
け
た
。
服

装
は「
学
者
か
専
門
家
風
で
お
願
い
し
ま

す
」と
指
示
さ
れ
た
の
で
、
い
つ
も
の
上

下
の
背
広
、
ワ
イ
シ
ャ
ツ
に
エ
ン
ジ
の
ネ

ク
タ
イ
と
い
う
い
で
た
ち
だ
っ
た
。

タ
ル
コ
フ
ス
キ
ー
監
督
は
１
９
３
２
年

４
月
、
ヴ
ォ
ル
ガ
川
流
域
ザ
ブ
ラ
ジ
ェ
で

生
ま
れ
た
。私
よ
り
７
つ
年
上
だ
が
、初
め

て
顔
を
合
わ
せ
た
時
に
は
、
私
よ
り
も
５

歳
は
若
い
の
で
は
、
と
感
じ
た
ほ
ど
若
々

し
か
っ
た
。
初
め
て
ス
タ
ジ
オ
に
入
っ
た

時
、「
こ
れ
が
タ
ル
コ
フ
ス
キ
ー
だ
」と
思

っ
た
貫
禄
の
あ
る
人
物
は
、
ソ
連
で
も
有

名
な
ユ
ー
ソ
フ
主
任
撮
影
技
師
だ
っ
た
。

◆
ロ
シ
ア
語
の
セ
リ
フ
を
心
配

第
１
日
目
、午
前
の
撮
影
が
終
わ
っ
た
。

そ
こ
で
初
め
て
、
監
督
、
ス
タ
ッ
フ
陣
と

外
国
人
エ
キ
ス
ト
ラ
た
ち
の
お
互
い
の
挨

拶
が
行
わ
れ
た
。

タ
ル
コ
フ
ス
キ
ー
監
督
が「
何
か
質
問

が
あ
れ
ば
、
遠
慮
し
な
い
で
聞
い
て
く
だ

さ
い
」と
言
う
。
実
は
、
私
に
は
心
配
事

が
あ
っ
た
。
セ
リ
フ
だ
。
日
本
語
だ
っ
て
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セ
リ
フ
を
言
わ
さ
れ
れ
ば
、
途
中
で
つ
ま

ず
い
て
し
ま
う
だ
ろ
う
、
ま
し
て
や
、
カ

メ
ラ
が
回
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ロ
シ
ア
語

で
質
問
し
た
り
答
え
た
り
す
る
と
な
っ
た

ら
…
想
像
す
る
だ
け
で
恐
ろ
し
い
。
私
の

た
ど
た
ど
し
い
ロ
シ
ア
語
を
理
解
し
て
く

れ
た
監
督
は「
そ
ん
な
無
理
な
こ
と
は
注

文
し
な
い
よ
」と
私
の
心
配
を
読
み
取
っ

て
か
、
笑
顔
で
う
な
ず
い
た
。

外
国
人
エ
キ
ス
ト
ラ
の
中
で
日
本
人
は

私
１
人
だ
っ
た
。
そ
の
他
は
、
モ
ス
ク
ワ

滞
在
10
年
以
上
に
な
る
米
国
人
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
と
若
手
の
ド
イ
ツ
人
新
聞
記
者
、

そ
れ
に
国
名
は
わ
か
ら
な
い
が
ア
フ
リ
カ

人
の
記
者
が
１
人
い
た
。
日
本
人
や
黒
人

も
入
れ
て
お
く
の
は
国
際
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

考
慮
し
て
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

昼
食
は
撮
影
所
内
の
食
堂
で
取
っ
た

が
、食
事
の
内
容
、味
も
よ
か
っ
た
が
、皿
、

た
だ
、
監
督
本
人
が
撮
影
現
場
で
私
に

演
技
を
指
導
し
て
い
る
写
真
が
、『
週
刊
読

売
』（
87
年
７
月
２６
日
号
）に
掲
載
さ
れ
た
こ

と
が
あ
る
。こ
の
写
真
は
手
元
に
な
い
が
、

私
の
出
演
場
面
を
撮
影
し
た
写
真
が
み
つ

か
っ
た
の
で
、こ
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
。

セ
リ
フ
の
ほ
か
に
苦
労
し
た
の
が
、
服

装
だ
。
撮
影
所
に
は
５
日
間
通
っ
た
が
、

監
督
か
ら
は
、「
ネ
ク
タ
イ
、
ポ
ケ
ッ
ト

チ
ー
フ
に
至
る
ま
で
、
全
く
同
じ
服
装
で

来
る
よ
う
に
」と
厳
し
い
指
示
が
あ
っ

た
。
帰
宅
後
ワ
イ
シ
ャ
ツ
を
す
ぐ
に
洗
濯

し
、
暖
房
機
の
そ
ば
で
乾
か
し
、
出
か
け

る
前
に
妻
に
点
検
し
て
も
ら
っ
た
。

詳
し
い
数
字
は
忘
れ
た
が
、
１
週
間
の

ル
ー
ブ
ル
払
い
の
出
演
料
は
円
換
算
で
ざ

っ
と
５
万
円
と
少
し
だ
っ
た
よ
う
に
記
憶

し
て
い
る
。
私
た
ち
特
派
員
俳
優
の
格
付

け
は
、「
特
例
と
し
て
、
特
別
Ａ
の
ラ
ン

ク
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
よ
」と

監
督
秘
書
が
ウ
イ
ン
ク
し
て
く
れ
た
。

◆
単
独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
成
功

最
終
日
に
私
は
、
忙
し
そ
う
な
監
督
に

蛮
勇
を
振
る
っ
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
申
し

入
れ
た
。
す
る
と
、「
あ
あ
、
も
ち
ろ
ん

だ
と
も
！
　
ヨ
ミ
ウ
リ
の
支
局
で
や
ろ

う
。
車
で
撮
影
所
に
迎
え
に
来
て
く
れ
る

か
な
」と
快
諾
し
て
も
ら
っ
た
。

会
見
場
所
に
日
本
の
新
聞
社
の
支
局
を

選
ん
だ
の
は
好
奇
心
だ
っ
た
と
思
う
。
日

本
人
の
運
転
は
ロ
シ
ア
人
と
ど
う
違
う
の

か
？
　
日
本
人
の
話
し
方
、
笑
い
方
、
お

茶
の
飲
み
方
は
？
　
監
督
は
、
初
め
て
見

る
こ
と
に
特
別
な
関
心
を
持
っ
て
い
た
。

撮
影
所
か
ら
読
売
支
局
ま
で
、
私
が
乗

っ
て
い
た
ワ
ー
ゲ
ン
で
２0
分
ぐ
ら
い
。
そ

の
間
、
監
督
は
雑
談
を
し
な
が
ら
私
の
ハ

ン
ド
ル
さ
ば
き
を
じ
っ
と
見
て
い
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ホ
テ
ル
の
近
く
の
交
差

点
ま
で
来
て
私
が
信
号
待
ち
で
車
を
止
め

た
時
、
監
督
は
こ
う
言
っ
た
。「
日
本
人

っ
て
せ
っ
か
ち
だ
ね
」。私
が
ク
ラ
ッ
チ
を

入
れ
、
信
号
が
変
わ
っ
た
ら
す
ぐ
に
ブ
レ

ー
キ
ペ
ダ
ル
を
放
し
て
発
進
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
る
の
を
見
て
の
感
想
だ
っ
た
。

支
局
の
応
接
間
で
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
は
１
時
間
以
上
に
も
な
っ
た
が
、
監
督

は
、
日
本
や
日
露
関
係
の
こ
と
は
話
題
に

し
て
も
あ
ま
り
乗
っ
て
こ
な
か
っ
た
。「
惑

星
ソ
ラ
リ
ス
」は
地
球
と
他
の
惑
星
と
の

交
流
が
テ
ー
マ
。
監
督
の
興
味
は
現
実
政

治
よ
り
も
ず
っ
と
大
き
く
、
広
い
宇
宙
に

あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
で

も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
私
に
と
っ
て
楽
し

い
、
貴
重
な
１
時
間
だ
っ
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
後
、
私
は
再
び
監
督
を

ワ
ー
ゲ
ン
の
助
手
席
に
乗
せ
、
モ
ス
ク
ワ

の
中
心
街
に
あ
る「
ド
ム
・
キ
ノ
」（
映
画

の
家
＝
映
画
関
係
者
が
集
う
会
館
）ま
で

送
り
届
け
た
。
車
か
ら
降
り
る
と
監
督
は

手
を
一
度
振
っ
て
、
建
物
の
ド
ア
の
向
こ

う
に
消
え
て
い
っ
た
。
そ
の
場
面
が
ま
だ

記
憶
に
残
っ
て
い
る
。

タ
ル
コ
フ
ス
キ
ー
が
私
の
車
の
助
手
席

に
座
っ
て
く
れ
た
。こ
れ
が
私
の
勲
章
だ
。

カ
ッ
プ
も
上
品
で
清
潔
だ
っ
た
。
こ
こ
な

ら
、
喜
ん
で
毎
日
で
も
食
事
に
訪
れ
た
い

と
思
っ
た
。
　

午
後
の
撮
影
が
始
ま
る
前
に
監
督
か
ら

再
び「
何
か
質
問
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」と

声
が
か
か
っ
た
。
私
は
、
セ
リ
フ
の
件
が

ま
だ
心
配
だ
っ
た
の
で
、「
ロ
シ
ア
語
で

の
セ
リ
フ
は
な
い
と
考
え
て
い
い
の
で
す

ね
」と
念
押
し
の
質
問
を
す
る
と
、
監
督

は
吹
き
出
し
そ
う
に
な
っ
た
。「
せ
っ
か

ち
だ
ね
ぇ
。
時
々
、
即
興
で
セ
リ
フ
を
注

文
す
る
か
ら
ね
。
そ
の
時
は
よ
ろ
し
く
」

と
み
ん
な
を
笑
わ
せ
た
。
こ
ち
ら
は
心
配

で
笑
い
事
で
は
な
か
っ
た
が
。

普
通
の
ロ
シ
ア
人
か
ら
す
れ
ば
、
日
本

人
の
顔
を
し
た
男
性
や
女
性
が
ロ
シ
ア
語

を
し
ゃ
べ
っ
て
も
驚
か
な
い
と
思
う
。
と

い
う
の
も
、
顔
が
日
本
人
に
よ
く
似
た
ウ

ズ
ベ
ク
人
、
カ
ザ
フ
人
が
、
ロ
シ
ア
人
そ

っ
く
り
の
発
音
で
見
事
に
発
音
し
て
い
る

か
ら
だ
。
監
督
も
、
外
国
人
に
下
手
な
ロ

シ
ア
語
を
し
ゃ
べ
ら
せ
て
み
た
い
と
思
う

茶
目
っ
気
も
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

結
局
、
私
は「
そ
ん
な
こ
と
は
果
た
し

て
可
能
だ
ろ
う
か
」と
い
う
ロ
シ
ア
語
の

セ
リ
フ
を
し
ゃ
べ
る
こ
と
に
な
り
、
出
演

時
間
は
１
分
30
秒
間
だ
っ
た
。
た
だ
残
念

な
こ
と
に
、
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
で
審
査

員
特
別
賞
を
受
賞
し
た
国
際
版（
約
２
時

間
半
）の「
惑
星
ソ
ラ
リ
ス
」で
は
、
私
の

出
番
は
カ
ッ
ト
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
ロ
シ

ア
語
版
は
上
下
４
時
間
で
不
肖
日
本
人
専

門
家
も
ロ
シ
ア
語
を
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
。

映画「惑星ソラリス」の一場面　中央が筆者
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軍
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
先
に
名
護
市
辺

野
古
を
選
び
、
基
地
建
設
の
是
非
を
問
う

市
民
投
票
が
実
施
さ
れ
た
97
年
は
助
役
の

職
に
あ
っ
た
。

投
票
結
果
は
反
対
多
数
。
し
か
し
、
比

嘉
市
長
は
こ
れ
を
覆
し
て
受
け
入
れ
を
表

明
し
、
責
任
を
取
っ
て
辞
任
し
た
。
混
乱

の
中
、
岸
本
さ
ん
は
後
継
者
と
し
て
98
年

２
月
の
市
長
選
に
出
馬
。
下
馬
評
を
覆
し

て
勝
利
し
た
。

入
社
２
年
目
の
私
は
選
挙
直
後
、
名
護

市
に
あ
る
支
社
に
赴
任
し
、
岸
本
さ
ん
を

取
材
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
は
言
っ
て

も
、
役
所
で
は
な
か
な
か
会
え
な
い
。
夜

回
り
に
も
応
じ
て
く
れ
な
い
。
翌
年
に
か

け
て
政
府
か
ら
再
び
基
地
受
け
入
れ
表
明

の
圧
力
が
強
ま
り
、
ガ
ー
ド
は
堅
く
な
る

ば
か
り
だ
っ
た
。

■「
私
に
は
私
の
都
合
が
あ
る
」

当
時
、名
護
市
の
人
口
は
５
万
人
余
り
。

小
さ
な
街
の
ト
ッ
プ
に
、
警
護
の
警
察
官

が
常
時
２
人
張
り
つ
く
事
態
に
な
っ
た
。

身
辺
の
安
全
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、
動
向
を

探
ら
せ
る
目
的
が
政
府
に
あ
っ
た
。
岸
本

さ
ん
が
受
け
入
れ
る
の
か
拒
否
す
る
の

か
、
最
後
ま
で
意
向
を
つ
か
め
て
い
な
か

っ
た
。

い
よ
い
よ
表
明
が
迫
っ
た
こ
ろ
、
岸
本

さ
ん
か
ら
初
め
て
声
が
か
か
っ
た
。
記
者

が
全
国
か
ら
名
護
に
集
ま
る
中
、
沖
縄
の

地
元
２
紙
の
２
人
だ
け
が
自
宅
に
呼
ば
れ

た
。
酒
を
交
え
た
他
愛
も
な
い
話
の
中
、

岸
本
さ
ん
が
こ
れ
だ
け
は
伝
え
た
い
、
と

い
う
目
で
言
っ
た
こ
と
。「
私
は
国
や
県

の
ペ
ー
ス
に
は
や
ら
れ
な
い
。
私
に
は
私

の
都
合
が
あ
る
」

■
厳
し
い
条
件
付
き
で
受
け
入
れ
表
明

基
地
建
設
の
経
済
効
果
を
期
待
す
る
地

元
経
済
界
に
担
が
れ
て
市
長
に
な
っ
た
以

上
、
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
は
岸

本
さ
ん
自
身
が
よ
く
知
っ
て
い
た
。た
だ
、

「
受
け
入
れ
方
」に
こ
だ
わ
っ
た
。

99
年
1２
月
の
受
け
入
れ
表
明
で
は

基
地
使
用
協
定
の
締
結
、
基
地
使

用
を
15
年
に
限
る
こ
と
な
ど
、
７

つ
の
条
件
を
付
け
た
。

結
果
か
ら
見
る
と
、
条
件
は
あ

ま
り
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ
た
。

米
国
に
の
ま
せ
ら
れ
な
か
っ
た
政

府
は
05
年
、
よ
り
辺
野
古
集
落
に

辺
野
古
新
基
地
建
設
は
、
沖
縄
に
息

づ
く
無
数
の
人
生
を
翻
弄
し
て
き
た
。

怒
り
、
嘆
き
、
諦
め
、
そ
れ
で
も
前
を

向
く
覚
悟
。
人
々
の
思
い
の
曲
折
に
、

私
は
新
聞
記
者
と
し
て
立
ち
会
う
機
会

に
恵
ま
れ
た
。

岸
本
建た

て

男お

さ
ん（
１
９
４
３
年
～
２

０
０
６
年
）の
陰
影
は
、
中
で
も
濃
い
。

基
地
受
け
入
れ
表
明
で
歴
史
に
名
を
刻

ん
だ
地
元
名
護
市
の
元
市
長
は
、
元
来

リ
ベ
ラ
ル
な
人
物
だ
っ
た
。

早
稲
田
大
学
の
学
生
時
代
に
故
郷
沖

縄
の
本
土
復
帰
運
動
に
身
を
投
じ
、
卒

業
後
は
世
界
を
放
浪
し
た
。
ゲ
バ
ラ
そ

っ
く
り
に
ひ
げ
を
伸
ば
し
、
ベ
レ
ー
帽

を
か
ぶ
っ
た
写
真
が
残
っ
て
い
る
。
最

期
の
地
ボ
リ
ビ
ア
を
訪
ね
た
際
に
撮

り
、
晩
年
ま
で
大
事
に
し
て
い
た
。

帰
郷
し
て
名
護
市
役
所
に
入
る
と
、

す
ぐ
に
頭
角
を
現
す
。
8６
年
に
就
任
し

た
保
守
の
比ひ

嘉が

鉄て
つ

也や

市
長
は
岸
本
さ
ん

の
リ
ベ
ラ
ル
な
信
条
を
知
り
つ
つ
、
手

腕
を
買
っ
て
取
り
立
て
た
。
政
府
が
米

リレーエッセ ー

名護市辺野古への基地受け入れを表明する岸
本建男市長（１999年１2月/沖縄タイムス社提供）

元
名
護
市
長
・
岸
本
建
男
さ
ん

リ
ベ
ラ
ル
と
基
地
の
狭
間
で
苦
悩

阿
部

　岳（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
）

近
い
位
置
に
建
設
す
る
案
を
持
ち
出
し

た
。
岸
本
さ
ん
は
反
対
に
転
じ
た
が
、

体
は
す
で
に
激
務
で
む
し
ば
ま
れ
、
市

長
退
任
を
決
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

わ
ざ
と
難
し
い
条
件
を
付
け
て
基
地

を
阻
止
す
る
高
等
戦
術
だ
っ
た
、
と
み

る
人
も
い
る
。
私
は
そ
の
場
そ
の
場
で

精
い
っ
ぱ
い
の
抵
抗
を
し
、
首
の
皮
一

枚
で
反
対
を
貫
け
た
の
だ
と
思
っ
て
い

る
。後

継
者
を
当
選
さ
せ
、
0６
年
２
月
、

２
期
８
年
を
全
う
し
て
退
任
し
た
。
あ

い
さ
つ
で
は
、「
大
変
激
し
い
８
年
間

だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
を
任
さ
れ

た
こ
と
は
私
の
運
命
だ
っ
た
」と
語
っ

た
。
肝
細
胞
が
ん
で
亡
く
な
っ
た
の
は

わ
ず
か
49
日
後
。６２
歳
の
若
さ
だ
っ
た
。

（
あ
べ
・
た
か
し
　
編
集
委
員
）

次
号
は
松
島
佳
子
さ
ん（
神
奈
川
新

聞
社
）に
バ
ト
ン
が
渡
り
ま
す
。
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新
聞
社
を
退
職
後
、

出
版
社
の
編
集
部
で
働

き
始
め
て
３
年
余
り
。

伝
統
を
誇
り
書
店
売
り

上
げ
ト
ッ
プ
を
維
持
す

る
経
済
誌
だ
が
、
新
聞

同
様
、
部
数
逓
減
が
続
く
中
、「
デ

ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
」が
昨
年
６
月

に
打
ち
出
さ
れ
た
。

雑
誌
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
編
集
部
が

統
合
さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
は
課
金
モ

デ
ル
が
導
入
さ
れ
た
。

週
の
あ
る
曜
日
、
フ
ロ
ア
の
あ
ち

こ
ち
で
担
当
副
編
集
長
を
中
心
に
取

材
班
ご
と
に
議
論
の
輪
が
で
き
る
。

読
者
は
ど
う
い
う
層
を
想
定
す
る

の
か
、
キ
ラ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
は
何
な

の
？
　
そ
れ
は
役
に
立
つ
情
報
な
の

か
―
。
毎
号
の
評
価
が
部
数
に
は
っ

き
り
出
る
雑
誌
の
場
合
、
読
ま
れ
る

記
事
を
と
い
う
意
識
は
強
い
が
、
オ

ン
ラ
イ
ン
に
な
る
と
、
一
本
一
本
の

記
事
の
Ｐ
Ｖ（
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
）が
一

日
の
中
で
も
時
間
ご
と
、
地
域
ご
と
に

「
結
果
」と
し
て
表
れ
る
。
タ
イ
ト
ル

に
ど
う
い
う
語
句
を
使
う
か
、
ど
の
言

葉
を
前
に
出
す
か
で
も
反
応
は
違
う
。

新
聞
が
伝
え
る
第
一
報
だ
け
で
な

く
、
ネ
ッ
ト
上
で
は
メ
デ
ィ
ア
を
介
さ

ず
誰
も
が
直
接
、
発
信
す
る
情
報
が
あ

ふ
れ
る
。
そ
の
中
で
お
金
を
払
っ
て
も

読
ん
で
み
よ
う
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
独

自
の
付
加
価
値
を
ど
う
つ
け
る
の
か
、

試
行
錯
誤
が
続
い
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
自
分
が
重
要
と
考
え

た
こ
と
が
伝
え
る
べ
き
情
報
と
ば
か

り
、
供
給
側
の
論
理
で
の
仕
事
に
慣

れ
て
い
た
私
に
は
新
鮮
な
体
験
だ
。

「
読
ま
れ
る
記
事
」と「
大
事
な
記

事
」。
ど
ち
ら
も
必
要
だ
し
、
違
い

が
あ
る
よ
う
で
な
い
よ
う
に
も
感
じ

る
。「

解
」は
見
つ
か
る
も
の
だ
ろ
う

か
。そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
ら
、

前
に
い
た
新
聞
社
で
も
、
長
年
、
当

た
り
前
だ
と
考
え
て
い
た
新
聞
作
り

の
流
儀
や
ニ
ュ
ー
ス
感
覚
を
、
読
ま

れ
る
と
い
う
観
点
か
ら
見
直
す
、「
新

聞
脳
」を
溶
か
す
勉
強
会
な
る
も
の

が
始
ま
っ
て
い
る
と
聞
い
た
。

両
立
は
メ
デ
ィ
ア
の
永
遠
の
課
題
な

の
だ
ろ
う
。
デ
ジ
タ
ル
の
時
代
が
こ
の

悩
み
を
ま
た
深
く
す
る
。
だ
が
悩
み
が

い
の
あ
る
課
題
で
も
あ
る
。

朝
日
新
聞
出
身
　
西
井
　
泰
之

惜 別

こ
の
人
に
は
と
て
も
敵
わ
な
い
と
思
わ

さ
れ
た
政
治
記
者
が
一
人
だ
け
い
る
。
宇

治
敏
彦
さ
ん
で
あ
る
。
政
治
家
と
の
距
離

の
と
り
方
、
原
稿
を
書
く
ま
で
の
推
敲
の

深
さ
、
記
事
の
視
点
の
面
白
さ
。
何
よ
り

も
人
間
と
し
て
と
て
も
敵
わ
な
い
と
今
で

も
思
う
。
宇
治
さ
ん
は
万
葉
集
の
歌
を
テ

ー
マ
に
版
画
を
彫
る
。「
棟
方
志
功
に
褒

め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ

て
ね
」。
普
段
、
自
慢

な
ど
絶
対
し
な
い
宇
治

さ
ん
が
嬉
し
そ
う
に
そ

う
語
っ
て
く
れ
た
こ
と

が
あ
る
。
私
が
青
森
の

中
学
時
代
、
志
功
の
甥

と
同
級
生
だ
っ
た
こ

と
、
志
功
に
版
画
を
教

え
た
平
塚
運う

ん

一い
ち

に
可
愛

が
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
版
画
を
見
て
き
た

こ
と
な
ど
話
し
た
と
き
だ
。
そ
し
て
版
画

を
一
枚
い
た
だ
い
た
。
一
流
の
版
画
だ
と

私
も
思
う
。

政
局
の
連
載
記
事
を
書
く
よ
う
命
じ
ら

れ
た
と
き
、
宇
治
さ
ん
に
そ
の
こ
と
を
話

し
た
。
宇
治
さ
ん
は
紙
に
さ
ま
ざ
ま
な
チ

ャ
プ
タ
ー
を
書
き
、
４
、
５
回
の
連
載
の

テ
ー
マ
を
上
げ
て
く
れ
た
。
け
れ
ど
も
決

し
て
押
し
付
け
よ
う
と
は
し
な
い
。「
僕

な
ら
ば
」と
い
つ
も
控
え
め
に
話
す
。

宇
治
さ
ん
は
ダ
ン
デ
ィ
で
い
つ
も
き
ち

ん
と
し
て
い
る
。
革
靴
は
い
つ
も
光
っ
て

い
た
し
、
皺
に
な
っ
た
ワ
イ
シ
ャ
ツ
を
見

た
こ
と
が
な
い
。「
髪
は
ど
の
ぐ
ら
い
の

間
隔
で
洗
っ
て
ま
す
か
」と
尋
ね
た
こ
と

が
あ
る
。
そ
の
こ
ろ
長
髪
だ
っ
た
私
は
一

週
間
に
一
度
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。「
一
日
お

き
か
な
」。
私
の
髪
を
洗
う
頻
度
が
増
え

た
こ
と
は
確
か
だ
。
私
よ
り
７
歳
年
長
な

の
だ
が
、
い
つ
も
若
々
し
い
。
こ
の
人
は

き
っ
と
年
を
取
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
と
さ
え

思
っ
て
い
た
。
プ
レ
ス

セ
ン
タ
ー
に
事
務
所
を

持
つ
宇
治
さ
ん
に
少
し

で
も
近
づ
き
た
く
て
私

も
事
務
所
を
持
っ
た
。

記
者
ク
ラ
ブ
の
食
堂
で

よ
く
す
れ
違
っ
た
。
あ

あ
、
宇
治
さ
ん
、
相
変

わ
ら
ず
元
気
だ
な
、
若
い
な
、
と
い
つ
も

感
じ
て
い
た
。
朝
刊
の
死
亡
欄
で
宇
治
さ

ん
の
名
前
を
見
た
と
き
の
胸
の
鼓
動
は
尋

常
で
は
な
か
っ
た
。

田
勢
　
康
弘

（
日
本
経
済
新
聞
出
身
）

政
治
記
者
・
宇
治
敏
彦
さ
ん

「
こ
の
人
に
は
敵
わ
な
い
」

う
じ
・
と
し
ひ
こ
氏（
中
日
新
聞
社
相
談
役
）

東
京
本
社
編
集
局
政
治
部
次
長
　
経
済
部
長
　
論
説
主

幹
　
取
締
役
　
専
務
・
東
京
本
社
代
表
・
論
説
担
当
を
務

め
た
後
　
２
０
０
７
年
か
ら
相
談
役
　
１
９
９
３
年
か

ら
11
年
に
か
け
て
ク
ラ
ブ
の
企
画
委
員
　
企
画
委
員
長
　

副
理
事
長
を
務
め
た
　
19
年
1２
月
11
日
死
去
　
享
年
8２
　

「戦後政治70年」をテーマにクラブで
会見した宇治敏彦さん（20１5年１2月１日）

会報
委員から

読まれる記事と大事な記事

追　悼



　解説委員の時などにＡ会員として会
見などに出ていました。様々な知見や
生の情報に触れ、親睦を図る場として、
また参加したいと思っています。

渥
あつ

美
み

　哲
さとし 1983年NHK入局。「おはよう日本｣

編集責任者、解説委員、鹿児島放
送局長、首都圏放送センター長な
どを務め2018年６月退局。現在、
NHKエンタープライズ常勤監査役。

　取材現場を去って25年、編集局を離れ
て10余年。頭も体もサビつきましたが、
「批判精神のかけらは残っているはず」と
思い込んでいます。

武
たけ

内
うち

　健
けん

二
じ 1976年朝日新聞入社。論説委員、名
古屋本社経済部長、東京本社編集局
長、社長室長など。2009年から九州
朝日放送。代表取締役社長、同会長、
相談役を務め現在、同社特別顧問。

　去年4月からフリーの政治ジャーナ
リストとして活動を始めました。先輩
方のご指導をいただきながら精いっぱ
い頑張ろうと思います。

細
ほそ

川
かわ

　隆
りゅう

三
ぞう 1991年テレビ朝日入社。政治部で
は官邸、与党、野党の各クラブの
キャップ、統括デスク。「選挙ステー
ション」プロデューサー、「報道ス
テーション」政治担当デスクなどを
経て2019年３月退社。

新しいOB会員 情報発信
■木村一基王位 トークショー
　東京新聞主催のフォーラム。将棋の王位戦で
昨年、史上最年長の46歳で初タイトルを獲得し
た木村一基王位の記念トークショーが開かれ、
約300人が参加した。（1.11　10階ホール）

■サステナブルファイナンス大賞受賞式
　同賞は、環境金融研究機構（RIEF）が環境問
題を金融的手法で解決する「環境金融」の分野で
貢献した金融機関や企業を顕彰するために創設
した。５回目（2019年）は大賞に城南信用金庫、
優秀賞に野村證券らが選ばれた。（1.22　会見場）

■放送人政治懇話会
　テレビ・ラジオ局の現役・OBによる定例の勉
強会。1月は森喜朗元総理（1.28）、岸田文雄自民
党政調会長（1.29）を招いた。

■『小泉進次郎と権力』
� 清水　真人（日本経済新聞社編集委員）
政治行動10年の「実像」を描く
　小泉進次郎環境相は映像とSNSが
席巻する時代の政治家だ。どこでも
カメラを向けられ、無数の言説や映
像が断片として世にあふれる。だが、
それらはほとんど文脈を成さない
「点」のイメージでしかない。
　首相官邸、自民党本部、国会での重要決定は
カメラのない密室でなされる。小泉氏はそんな
「戦場」で他の議員や官僚らとどう切り結び、ど
んな政治行動をしてきたのか。議員生活10年を
定点観測した筆者なりの「実像」を描いた。

日本経済新聞出版社
1,980円

■『13歳からのジャーナリスト　社会正義を求
め　世界を駆ける』 伊藤　千尋（朝日新聞出身）

内戦、革命、ゲリラ、35年の外国取材
　子ども向けの入門書ではありませ
ん。ジャーナリスト歴45年の記者が、
初めて特派員となってからの35年を
綴りました。事実を追ってひたすら
現場を目指し内戦の戦場、革命の市
街戦、ゲリラ根拠地、9.11テロの当
日からオリンピックやハリウッドまで取材する
中で考えた「何のために書くのか」。抑圧された
人々のために活動する「解放の神学」の神父に共
感し、「行動するジャーナリスト」を自認するよ
うになった経緯の記録です。

かもがわ出版
1,760円

■『A New Development Model for Japan 
PartⅡ：Selected Essays 2009-2019（英文）』

� 小島　明（日本経済新聞出身）
停滞日本の実相を総括
　2008年に出版した第一部の続編。
Japan�Journal誌等へ寄せた小論を
まとめた。リーマンショックから
日銀の非伝統的金融緩和、ゼロ金
利、マイナス金利政策まで、日本
の政策と経済、社会、政治を点検。
政府も日本のソフトパワー戦略を標榜し、対外
発信の重要性を強調するが、実体は逆で、むし
ろ発信力は低下している。あえて個人として対
外発信を目指す。

Nikkei�
Publishing�Inc.

■『永田町政治の興亡　権力闘争の舞台裏』
� 星　浩（TBSテレビ「NEWS23」キャスター）
平成政治の苦い教訓を振り返る
　消費税、政治改革、自衛隊派遣
……。30年余にわたった平成の政治
は波瀾万丈だった。消費税に政治生
命をかけた竹下政権は、導入直後に
崩壊。小選挙区制導入はすったもん
だの末に実現したが、評判は良くな
い。自衛隊は海外での活動を広げたが、外交の
基本姿勢は定まっていない。東西冷戦後に吹き
出した難問に直面した政治家たちの苦闘と権力闘
争。その姿を政治記者の視線で描いた。令和へ
の苦い教訓はどう生かされるのだろうか。

朝日新聞出版
1,650円

マイBOOK� マイPR

　公益財団法人「フォーリン・プレスセンター」
（FPCJ）が理事長候補を公募している。応募資格は、
メディア関連業務の勤務歴や５年以上の海外勤務
経験などがあり、応募締め切り時点（2.28）で67歳以
下の方。任期は20年５月末から。問い合わせは、
03－3501-3401、saiyo@fpcjpn.or.jpまで。

FPCJが理事長候補を公募

会員掲示 板

No.600　2020.2.10　日本記者クラブ会報◦ 18

600_P1,18-20.indd   18 2020/02/04   18:00:51



⃝和食レストラン（9階）   ☎3503‒2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503‒2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503‒2724
⃝受　　付   ☎3503‒2721

⃝会員事務   ☎3503‒2727
⃝経　　理   ☎3503‒2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503‒2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

クラブの電話　ダイヤルイン

クラブ賞　推薦募集を締め切りました
　今年の日本記者クラブ賞と特別賞の候補推薦
募集を1月末で締め切りました。
　受賞者は推薦委員会、選考委員会を経て、4
月22日の理事会で決まります。贈賞式は５月27
日、社員総会の日に行います。

国産牛ロース肉のすき焼き鍋がおすすめ
　毎年好評のすき焼き鍋を今年も２月28日（金）ま
で提供します。小鉢３品、すき焼き鍋にうどんとデ
ザートのアイスクリームが付いています。お一人
3,960円で、お二人からお受けします。ご予約を
（03-3503-2723）までお願いいたします。

会費の領収書をお送りします
　確定申告のために1年分の会費の領収書が必要な
方は、経理担当（電話：03-3503-2727）へご連絡く
ださい。

＜訃報＞
　大藏雄之助会員（TBS出身、88歳）が1月８日
に、死去されました。大藏さんには1986年から
87年まで理事・総務委員をお務めいただきまし
た。ご冥福をお祈りいたします。

■法人会員代表変更
・日本放送協会　前田晃伸�会長（旧上田良一氏）

閲覧コーナーデスク　USBで充電可能に
　ラウンジの閲覧コーナーのデスクにはこれま
で、コンセントしかありませんでしたが、USB
ケーブルも使えるようになりました。スマホの
充電などにご利用ください。

会報は今号で600号に
　日本記者クラブ会報は1970年３月1日に第1
号が発行され、今号で600号になります。会報
は会員にクラブ行事を報告するために発行さ
れ、半世紀にわたり会員とクラブをつないでき
ました。
　現在、柱となっている連載のうち記者OBによ
る取材の思い出話「書いた話書かなかった話」と
ホットなニュースについての一線記者による取
材報告「ワーキングプレス」は、80年代初めにス
タートし40年近く続いています。
　創立45周年記念事業で創刊号から現在までの
全号をウェブサイトに掲載、全て読むことがで
きます。一号一号にその時代の世相が反映され、
多彩な会見ゲストの発言記録や取材体験記が詰
まっています。

今後の行事予定（2/4現在）

19㊌
15：00 ～ 16：30　10階ホール
「プーチンのロシア」①
畔蒜泰助　笹川平和財団シニア・リサーチ・フェロー

21㊎
13：30 ～ 14：30　10階ホール
「オリンピック・パラリンピックと社会」⑦
中南久志� 東京2020組織委員会パラリンピック統括室長

25㊋

12：00 ～ 13：30　10階ホール
ケビン・シュナイダー在日米軍司令官　昼食会
14：30 ～ 15：30　10階ホール
「安保改定60年　その功罪と今後」③
石破茂　衆議院議員
17：30 ～ 19：20　10階ホール
試写会「サマショール～遺言　第六章」

27㊍ 17：30 ～ 19：35　10階ホール
試写会「Fukushima�50　フクシマフィフティ」

春の異動　会員登録変更のお届けを
　会員の入退会には所定の「変更届」を事務局へ
お届けください。お問い合わせは事務局の村田
（電話：03-3503-2727　メール：murata@jnpc.
or.jp）までご連絡ください。役職変更のみの場
合もお知らせ願います。

予約電話　和食 3503‒2723　洋食 3503‒2766・2731

和食　如月懐石（2/28まで）

　先付：穴子小袖寿司、菜の花サーモン巻きなど
お椀：蛤真丈沢煮仕立てなど　造り：鮪、勘八、
鯛　焼物：ぶり柚子味噌焼き　煮物：にしん甘露
煮など　揚物：子持ち昆布とたけのこの挟み揚げ
など　食事：ざるそば　水菓子：季節の果物（5,500
円）� （板長：大井由光）

洋食　季節のおすすめコース（2/29まで）

　シーフードサラダ、オイスターチャウダーまた
はコンソメスープ、牛フィレ肉のステーキ　グレ
ービーソース、ケーキとフルーツの盛り合わせ、
パン、コーヒー付き（4,400円）。ランチ、ディナー
（土曜日はランチのみ9階レストラン）ともにご利
用いただけます。� （シェフ：黒須修一）

レストラン＊価格は全て税込みです

会員現況 ⃝法人会員：132社　⃝基本会員：736人　⃝個人会員：1,222人
⃝法人・個人賛助会員：57社・127人　⃝特別賛助会員：105人
⃝名誉・功労会員：11人　⃝学生会員：90人 計：189社・2,291人

会報委員会
委員長＝乾　正人
委　員＝神田　俊英　桑田　広久　迫田　朋子

曽我部　桂　竹内　竜一　塚田　健太
中村　直樹　長竹　孝夫　西井　泰之
渡辺　昌己

（事務局：本庄五月　杉本翔一）

☎03‒3503‒2754　FAX 03‒3503‒7271

●「₁₉₆₄年東京五輪　閉会式の発案者」
　柴田鉄治会員（朝日新聞出身）
　柴田さんは1964年の東京五輪当時は入社6年
目。各国の選手が入り交った自由な雰囲気の閉
会式を発案したのは、朝日新聞社会部の先輩記
者だったと明かしています。
　皆さまもぜひ、五輪に関連したエッセーをお
寄せください。投稿希望の方は杉本まで。（電話：
03-3503-2729、メール：sugimoto@jnpc.or.jp）

https://www.jnpc.or.jp/HP更新情報
■「オリパラ取材体験談」第１号ウェブで掲載

事 務局から
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撮影：諌
いさ

山
やま

　卓
たく

弥
や

（朝日新聞社映像報道部）

「チャーリング」作業で激しく炎を吹き出す洋樽　（2019年11月、宮崎県都
つ

農
の

町）

写 真 回 廊

　「
不
老
不
死
」の
薬
を
求
め
る
努
力
が
、
今
日
の
植
物
学
、

動
物
学
、
医
学
・
薬
学
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
研
究
に
つ
な
が

っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
魔

女
が
山
野
に
自
生
す
る「
薬
草
」を
調
合
し
て
全
身
に
塗
り
た

く
り
、
箒
に
乗
っ
て
空
を
飛
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。
魔
女
の
薬
草

に
は
中
枢
神
経
を
刺
激
す
る
チ
ョ
ウ
セ
ン
ア
サ
ガ
オ
な
ど
が
含

ま
れ
て
お
り
、
現
代
の
規
制
薬
物
に
よ
る
ト
リ
ッ
プ
体
験
と
同

様
で
は
な
い
か
と
の
説
も
あ
る
。
ま
た
狩
り
の
毒
矢
に
使
わ
れ

た
猛
毒
の
ト
リ
カ
ブ
ト
は
、
鎮
痛
剤
と
し
て
も
処
方
さ
れ
た
。

　「
毒
に
も
薬
に
も
な
る
」薬
草
と
酒
類
の
製
造
販
売
を
一
手

に
握
っ
て
い
た
の
は
教
会
と
修
道
院
で
あ
る
。
発
泡
性
の
シ
ャ

ン
パ
ン
を
開
発
し
た
修
道
僧
ド
ン
・
ペ
リ
ニ
ヨ
ン
は
、
完
成
し

た
シ
ャ
ン
パ
ン
を
口
に
含
ん
だ
と
き
、「
ま
る
で
星
の
輝
き
の

よ
う
だ
」と
語
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
今
日
も
ブ
ラ
ン
ド
に
そ

の
名
を
残
す
ド
ン
・
ペ
リ
ニ
ヨ
ン
は
盲
目
で
、
一
度
も
星
を
見

た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
リ
キ
ュ
ー
ル
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
テ
ィ
ン
、

シ
ャ
ル
ト
リ
ュ
ー
ズ
、
キ
ュ
ン
メ
ル
、
エ
ギ
ュ
ベ
ル
・
ビ
タ
ー

な
ど
、
修
道
院
で
薬
と
し
て
作
ら
れ
た
酒
は
多
い
。
使
わ
れ
る

薬
草
は
１
０
０
種
以
上
に
も
及
び
、
今
で
も
わ
ず
か
数
人
し
か

レ
シ
ピ
を
知
ら
な
い
リ
キ
ュ
ー
ル
も
あ
る
。

　「
百
薬
の
長
」と
い
わ
れ
る
酒
造
り
に
欠
か
せ
な
い
の
が

「
樽
」で
あ
る
。
オ
ー
ク
や
ミ
ズ
ナ
ラ
の
木
樽
か
ら
染
み
出
る

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
に
は
薬
効
成
分
が
含
ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、

酒
に
香
り
を
与
え
、
ワ
イ
ン
、
ウ
イ
ス
キ
ー
、
酒
、
リ
キ
ュ
ー

ル
に
香
ば
し
い
熟
成
感
を
醸
し
出
す
。
樽
の
内
壁
を
炎
で
焦
が

す
チ
ャ
ー
リ
ン
グ
も
温
度
、処
理
時
間
な
ど
、秘
伝
の
技
術
に
支

え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
に
し
て
も
ま
る
で
紙
面
か
ら
炎

が
噴
き
出
す
よ
う
な
写
真
の
迫
力
に
は
、
心
底
圧
倒
さ
れ
る
。

�

（
倉
澤
　
治
雄
）

毒
と
薬
は
紙
一
重
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